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二
十
歳
の
抱
負

　

１
月
３
日（
水
）、
せ
と
う
ち
交
流
館
で
令
和
6

年
二
十
歳
を
祝
う
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
26
名（
弓
削
地
区
10
名
、
生
名
地
区

3
名
、
岩
城
地
区
12
名
、
魚
島
1
名
）
が
出
席
し
、

参
列
者
か
ら
二
十
歳
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
の
門
出

を
祝
福
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
国
歌
斉
唱
の
あ
と
上
村
町
長
が
式
辞

を
述
べ
ら
れ
、
来
賓
祝
辞
を
上
島
町
議
会
議
長
の
前

田
省
二
様
か
ら
頂
戴
し
ま
し
た
。
祝
電
披
露
の
あ
と

二
十
歳
代
表
の
柏
原
由
芽
さ
ん（
弓
削
）
に
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
、
最
後
に
佐
伯
莉
実
さ
ん（
魚
島
）
か

ら
答
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
、
出
席
者
の
自
己
紹
介・近
況
報
告
、

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
上
映
、
出
席
者
に
よ
る
記
念

撮
影
に
続
き
懇
談
会
が
行
わ
れ
、
短
い
時
間
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
写
真
を
撮
り
合
う
な
ど
会
場
は
楽
し

い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
二
十
歳
を
迎
え

ら
れ
た
皆
さ
ん
の
、
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

令
和
６
年 

二
十
歳
を
祝
う
会　

二
十
歳
に
な
り
一
人
で
で
き
る
こ
と

も
増
え
た
。
こ
れ
か
ら
は
今
ま
で
続

け
て
き
た
こ
と
の
継
続
と
、
新
し
い

こ
と
へ
の
挑
戦
の
年
に
し
た
い
。

有
吉
優
千
音
（
弓
削
）

立
派
な
管
理
栄
養
士
に
な
る
た
め
に

勉
強
を
し
っ
か
り
し
て
、
周
り
の
人

に
感
謝
し
な
が
ら
生
活
し
た
い
で

す
。

居
村
帆
乃
佳
（
弓
削
）

い
た
だ
い
て
き
た
ご
恩
を
、
返
せ
る

よ
う
な
人
に
な
り
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　

柏
原　

由
芽 

（
弓
削
）

今
ま
で
の
恩
を
返
せ
る
よ
う
に
立
派

な
大
人
に
な
り
ま
す
。

北
舛　

奏　
（
弓
削
）

感
謝
を
忘
れ
ず
、
立
派
な
大
人
に
な

れ
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

山
本　

勇
斗
（
弓
削
）

４
月
か
ら
社
会
人
３
年
目
に
な
る
の

で
、
会
社
に
必
要
と
さ
れ
る
人
材
に

な
る
よ
う
に
日
々
努
力
し
て
い
き
た

い
。　
　
　
　

能
地　

紘
輝（
弓
削
）

大
人
の
自
覚
を
も
っ
て
頑
張
り
ま

す
。

阿
部　

笑
夏
（
弓
削
）

み
ん
な
を
笑
顔
に
で
き
る
美
容
師
に

な
る
ぞ
〜
♪

田
本　

夢
乃
（
弓
削
）

患
者
さ
ん
の
不
安
を
取
り
除
け
る
看

護
師
に
な
れ
る
よ
う
勉
学
に
励
む
。

井
上　

竣
亮
（
弓
削
）

早
く
仕
事
を
覚
え
て
、
一
人
で
で
き

る
よ
う
に
す
る
。
健
康
に
気
を
つ
け

て
頑
張
り
ま
す
。西

倉　

達
哉
（
生
名
）

フ
ェ
ス
パ
の
厨
房
で
働
か
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
お
い

し
い
料
理
を
提
供
し
た
い
の
で
日
々

努
力
し
ま
す
。　
　西

倉　

直
哉
（
生
名
）

管
理
栄
養
士
に
な
れ
る
よ
う
に
勉
強

を
頑
張
り
ま
す
。村

上　

舞
桜
（
生
名
）

（
敬
称
略
）

答  辞　佐伯 莉実さん

記念品　柏原 由芽さん

▲上村町長からの式辞
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成
人
と
し
て
責
任
あ
る
行
動
を
と

る
。

大
谷　

塁　

 

（
岩
城
）

立
派
な
理
学
療
法
士
に
な
れ
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
。黒

瀬　

萌
花
（
岩
城
）

岡
山
で
資
格
や
研
究
室
に
入
っ
て
頑

張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

後
藤　

大
輝
（
岩
城
）

視
能
訓
練
士
に
な
る
た
め
勉
強
頑
張

り
ま
す
。
努
力
！島本　

夢
彩
（
岩
城
）

笑
顔
と
感
謝
を
忘
れ
な
い
！

髙
岡　

芽
生
（
岩
城
）

健
康
に
気
を
つ
け
て
専
門
学
校
を
卒

業
し
て
、
就
職
で
き
て
働
い
て
い
け

る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。　
　
　

　
　
　
　
　

 

新
見　

嶺　

 

（
岩
城
）

立
派
な
大
人
に
な
り
ま
す
♡

藤
田　

希
海
（
岩
城
）

日
ご
ろ
か
ら
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
人
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、
健
康
に

生
活
し
ま
す
。藤

本　

心
優
（
岩
城
）

夢
に
向
か
っ
て
日
々
努
力
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
。

古
林　

由
帆　
（
岩
城
）

日
々
努
力
し
、
成
長
で
き
る
人
間
に

な
り
た
い
で
す
。

村
上　

優
菜　
（
岩
城
）

健
康
第
一
！

渡
部　

愛
華  

（
岩
城
）

親
や
周
囲
の
人
に
迷
惑
を
か
け
て
き

た
の
で
、
恩
返
し
を
し
た
い
で
す
。

西
本　

朝
陽　
（
岩
城
）

日
々
感
謝
を
忘
れ
な
い
！

佐
伯　

莉
実  

（
魚
島
）

　▲岩城中恩師 野間 祥子先生 ▲弓削中恩師　渡邉　玄
ひかる

　先生 ▲岩城・魚島地区　自己紹介 ▲弓削・生名地区　自己紹介
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演
題　
「 

岩
城
島
ゆ
か
り
の
近
代
短
歌
を
鑑
賞
す
る

　
　
　
　
―
三
浦
敏
夫
や
若
山
牧
水
、
吉
井
勇
を
中
心
に
― 

」

　
　
　
講　
師　
　
　
青　
木　
亮　
人　
先
生（
愛
媛
大
学
教
育
学
部
教
授
）

　
　
　
日　
時　
　
　
12
月
23
日（
土
）　
14
時
～
15
時
40
分

　
　
　
場　
所　
　
　
岩
城
総
合
支
所　
２
階
大
ホ
ー
ル

　

令
和
５
年
12
月
23
日（
土
）
に
、
令
和
5
年
度
上
島
町
文
化
財
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
に
、
愛
媛
大
学
教
育
学
部
教
授
の
青
木
亮
人（
あ
お
き 

ま
こ
と
）先
生
を
お
招
き
し
、「
岩

城
島
ゆ
か
り
の
近
代
短
歌
を
鑑
賞
す
る
―
三
浦
敏
夫
や
若
山
牧
水
、
吉
井
勇
を
中
心
に
―
」と
い

う
演
題
で
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
青
木
先
生
は
、
若
山
牧
水
や
吉
井
勇
の
家
族
に
対
す
る
思
い
や
抱
え
て
い
た
問
題
に
触
れ
、

２
人
と
も
心
身
が
疲
れ
切
っ
た
状
況
で
岩
城
島
を
訪
れ
た
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

三
浦
敏
夫
や
２
人
の
歌
人
が
詠
っ
た
短
歌
を
紹
介
し
な
が
ら
、
当
時
の
歌
人
の
心
境
等
に
つ
い

て
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
を
聴
講
し
た
方
々
か
ら
は
、「
三
浦
敏
夫
と
若
山
牧
水
、
吉
井
勇
の
つ
な
が
り
が
理
解

で
き
た
」「
短
歌
を
詠
ん
だ
歌
人
の
人
間
ら
し
さ
や
人
生
を
知
る
こ
と
で
、
そ
の
歌
の
深
み
や

味
わ
い
が
出
て
く
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
」「
旧
三
浦
邸
や
三
浦
敏
夫
さ
ん
が
建
て
た
歌
碑
が
現

在
に
残
さ
れ
て
い
て
よ
か
っ
た
」
と
い
っ
た
意
見
を
い
た
だ
く
な
ど
、
上
島
町
の
歴
史
・
文
化

を
再
確
認
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。　

講師　青
あ お き

木 亮
ま こ と

人 先生
（愛媛大学教育学部教授）

令和5年度 
上島町文化財講座▲若山牧水が逗留中に即興で

　詠んだ短歌
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▲若山牧水が逗留中に即興で
　詠んだ短歌

▲吉井勇（後列左から２番目）と三浦敏夫（後列中央）

◀︎若山牧水、吉井勇が逗留
　した水荘「聴松庵」

若山夫妻の短歌が刻まれた歌碑▲三浦敏夫と若山喜志子

岩城郷土館（旧島本陣三浦邸）

　

三
浦
敏
夫
は
、
短
歌
を
趣
味
と
し
て
い
た

こ
と
か
ら
、
若
山
牧
水
と
交
流
が
あ
り
ま
し

た
。

　

牧
水
が
岩
城
島
を
訪
れ
た
大
正
２
年
。
当

時
、
牧
水
は
故
郷
の
宮
崎
県
に
あ
る
家
を
継

ぎ
、
医
者
に
な
る
こ
と
を
家
族
か
ら
切
望
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
歌
人
を
志
し
て
上
京
の

道
を
選
び
、
そ
の
途
次
に
友
人
の
敏
夫
が
住

む
岩
城
島
を
訪
れ
ま
し
た
。
三
浦
邸
の
離
れ

座
敷「
聴
松
庵
」
に
逗
留
し
た
牧
水
は
、
敏
夫

と
即
興
で
短
歌
を
詠
む
な
ど
し
て
過
ご
し
ま

し
た
。
逗
留
中
、
歌
集
を
編
集
し
よ
う
と
し

た
牧
水
は
、
故
郷
に
残
し
た
家
族
と
歌
人
を

志
す
自
身
と
の
間
で
葛
藤
し
、
思
う
よ
う
に

作
業
が
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
様
子
を

見
て
い
た
敏
夫
は
、
牧
水
に
代
わ
っ
て
歌
集

を
ま
と
め
、
牧
水
第
6
歌
集「
み
な
か
み
」
が

誕
生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
岩
城
島
で
の
旅
の
様
子
は
、
牧
水
の

随
筆「
島
三
題
」
に
記
さ
れ
、
こ
れ
を
見
た
吉

井
勇
も
ま
た
岩
城
島
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

　

昭
和
11
年
に
岩
城
島
に
来
島
し
た
勇
は
、

牧
水
と
同
じ
く
聴
松
庵
に
逗
留
し
、
昭
和
３

年
に
亡
く
な
っ
た
牧
水
を
、
敏
夫
と
２
人
で

偲
び
ま
し
た
。

　

昭
和
27
年
に
は
、
敏
夫
に
招
待
さ
れ
た
牧

水
の
喜
志
子
夫
人
が
岩
城
島
を
訪
れ「
若
き
身

に
余
る
憂
い
を
つ
つ
み
も
ち
て
い
く
日
を
こ

こ
に
宿
り
ま
し
け
む
」と
歌
を
詠
み
、
亡
き
牧

水
を
偲
び
ま
し
た
。

　

敏
夫
は
、
牧
水
が
即
興
で
詠
ん
だ
歌
と
喜

志
子
夫
人
の
歌
を
刻
ん
だ
歌
碑
を
造
り
、
現

在
の
郷
土
館
中
庭
に
建
立
し
ま
し
た
。
敏
夫

は「
師
は
曽
て
島
守
と
吾
を
呼
び
に
け
り
今
日

よ
り
吾
は
島
の
歌
碑
守
」と
詠
い
、
歌
碑
守
と

し
て
晩
年
を
岩
城
島
で
過
ご
し
ま
し
た
。

▲三浦家18代当主 
　　三 浦　敏 夫　氏
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自
分
の
意
思
を
家
族
や
周
り
の
方
に

　
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か

　
　
　
　
　
　
～
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
～

　

誰
し
も
日
々
暮
ら
す
な
か
で
、
自
分

の
意
思
で
選
択
す
る
場
面
が
多
く
あ
る

と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
外
出
の
時
に

ど
の
服
を
着
よ
う
か
、
何
を
食
べ
よ
う

か
な
ど
、
わ
く
わ
く
す
る
よ
う
な
楽
し

い
選
択
や
大
き
な
出
来
事
に
直
面
し
た

時
に
、
最
善
の
方
法
を
選
択
す
る
た
め

に
家
族
や
親
し
い
人
に
相
談
し
決
断
す

る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
何
ら
か
の
事
情
で
自
ら
行

動
で
き
な
く
な
り
、
ま
た
家
族
や
周
囲

の
方
へ
の
相
談
が
で
き
ず
、
支
援
が
必

要
に
な
る
こ
と
が
今
後
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
自
分
ら
し
い
生
活
を

続
け
る
た
め
に
、
少
し
先
の
未
来
の
自

分
に
向
け
て
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

第１ステップ

　

　

法
定
後
見
制
度
は
判
断
能
力
が
不
十

分
に
な
っ
た
時
に
家
庭
裁
判
所
に
申
立

　
　エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

 

（
未
来
ノ
ー
ト
）
の
作
成

　

自
分
ら
し
い
生
活
を
送
る
た
め
に
自

分
の
意
思
を
伝
え
る
手
段
と
し
て
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
作
成
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
は
終

活
ノ
ー
ト
と
い
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、

人
生
の
終
わ
り
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持

た
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
今
の
自
分

か
ら
未
来
に
向
け
た
ノ
ー
ト
と
し
て「
こ

う
な
っ
て
い
た
い
、
こ
う
し
て
も
ら
い

た
い
」
と
家
族
や
周
囲
の
方
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
考
え
て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。

伝
え
る
内
容
は
自
由
で
す
し
、
形
式
も

あ
り
ま
せ
ん
。
家
族
や
周
囲
の
方
に
見

て
も
ら
い
、
実
行
し
て
も
ら
う
た
め
に

も
未
来
ノ
ー
ト
の
存
在
を
伝
え
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　
　遺
言
書
の
作
成

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
（
未

来
ノ
ー
ト
）
と
遺
言
書
の
違
い

　
遺
言
書
は
財
産
や
相
続
人
に
関
す
る

こ
と
を
記
載
し
ま
す
。
ま
た
、
希
望
な

ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
つ
け
足
し
て
記
載

す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　
　自
分
ら
し
く
生
き
る
た

め
に
任
意
後
見
制
度

　
　
　

～
将
来
に
備
え
て
～

　

自
筆
証
書
遺
言
は
簡
単
に
作
成
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
紛
失
や
改
ざ
ん

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
遺
言
執
行

の
際
に
は
家
庭
裁
判
所
の
検
認
手
続
き

が
必
要
で
す
。

　

公
正
証
書
遺
言
は
、
公
証
人
が
本
人

の
意
向
を
も
と
に
遺
言
書
を
作
成
し
ま

す
。
公
証
役
場
で
行
い
ま
す
が
自
宅
な

ど
で
も
可
能
で
す
。
二
人
以
上
の
証
人

の
立
会
や
公
証
人
へ
の
報
酬
費
用
が
か

か
り
ま
す
。
遺
言
書
は
公
証
役
場
に
保

管
さ
れ
、
遺
言
執
行
の
際
の
家
庭
裁
判

所
の
検
認
手
続
き
は
不
要
で
す
。

　

令
和
２
年
７
月
か
ら
は
自
筆
証
書
遺

言
は
法
務
局
で
保
管
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

遺
言
書
を
有
効
に
す
る
た
め
に
、
身

近
な
法
律
の
専
門
家
（
司
法
書
士
や
弁

護
士
）
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

 令和5年度上島町成年後見制度講演会
　日　時　令和6年2月10日（土）13:30 ～ 15:00
　場　所　せとうち交流館　大ホール
　講　師　公益社団法人成年後見センター
　　　　リーガルサポートえひめ支部　司法書士
　内　容　成年後見制度について、事例報告、質疑応答
　申　込　2月6日（火）締切

上島町健康推進課 地域包括支援センター係
☎0897-76-2261　　

　
　

　
　

遺言書の種類

自
筆
証
書
遺
言

公
正
証
書
遺
言

　
　

　
　 法

定
後
見
制
度

任
意
後
見
制
度

成
年
後
見
制
度
の
種
類

て
を
し
、
利
用
を
開
始
す
る
制
度
で
す
。

任
意
後
見
制
度
と
は
、
あ
ら
か
じ
め
支

援
者
を
決
め
て
お
き
、
将
来
判
断
能
力

が
不
十
分
に
な
っ
た
時
に
備
え
、
公
正

証
書
で
契
約
を
結
ん
で
お
く
制
度
で
す
。

　

元
気
な
う
ち
に
将
来
に
向
け
て
こ
う

し
て
ほ
し
い
と
自
分
で
決
め
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
自
分
ら
し
く
生
き
る
た

め
に
利
用
で
き
る
制
度
の
ひ
と
つ
で
す
。

ま
た
、
見
守
り
契
約
や
死
後
事
務
委
任

契
約
と
合
わ
せ
て
利
用
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
こ
れ
ら
に
は
費
用
が
か
か
り

ま
す
。

　

今
年
度
、
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

左
記
の
と
お
り
、
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。
自
分
や
周
り
の
方
の
未
来
に
向
け

て
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
。
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2月 健康相談・各種教室・健診ガイド

★印は、健康ポイント10Ｐ獲得できます

元気アップ体操

　一度に2つ以上のことを同時に行う「ながら作
業」は、脳のさまざまな部分を活性化させて認知機
能を向上させます。複数のことを同時に行う作業
は、日常生活の中にあふれていますが、慣れてくる
と脳のごく一部しか使われなくなってしまいます。
　慣れないことをした時のとまどいや混乱が刺激と
なり、脳の活性化につながります。

ーすきま時間体操ー

ＣＡＴＶ11チャンネルで
13 時・18 時 放 映 中！

◆課題 ア ❶両手を前方に伸ばしてパー
❷胸の前にクロスしてグー※

◆課題 イ

弓削地区

はつらつ教室自主活動★

毎週月曜 13:30 ～ 14:30 生名保健センター

健康相談★

15日(木) 10:00 ～ 11:00 生名総合支所

いきいき体操★

毎週月曜 9:30 ～ 11:00 生名保健センター

おたっしゃクラブ★

21日(水) 10:00 ～ 11:30 ３分団集会所

22日(木) 10:00 ～ 11:30 西浦集会所

育MEN料理教室★

1日(木) 9:30 ～ 12:30 生名保健センター

生名地区

健康相談★

7日(水) 10:00 ～ 11:00 岩城総合支所２階

21日(水) 10:00 ～ 11:00 長江集会所

にこにこ広場★

13日(火) 14:00 ～ 16:00 岩城開発総合センター

はつらつ教室自主活動★

毎週火曜 10:00 ～ 11:00 岩城保健センター

デイケア★

20日(火) 13:30 ～ 15:00 岩城保健センター

岩城地区

弓削保健センタープレイルーム開放日

毎週金曜 9:00 〜 12:00 弓削保健センター

健康相談★

13日(火) 9:30 〜 11:00 　せとうち交流館

　　　15日(木)　　10:30　〜　　11:30　久司浦集会所

おたっしゃクラブ★

14日(水) 10:00 〜 11:30 下弓削中央集会所

15日(木) 10:30 〜 12:00 久司浦集会所

まめちびクラブ★

　9日(金) 10:00 〜 11:30 弓削保健センター

健康相談★
22日(木) 13:30 ～ 15:30 魚島保健福祉センター

魚島地区　　

できなくてもOK
　課題に挑戦してみましょう。 ※各課題、10回繰り返す

❶両手を横に開いてパー
❷胸の前にクロスしてグー※

◆課題 ウ ❶両手をバンザイ
❷胸の前にクロスしてグー※

◆課題 エ 課題ア～ウの動きを1回ずつ
順番に連続で行う。

◆課題 オ 課題ア～エの動きをしながら
足踏みをする。

◆課題 カ 各課題とも、❶の動作の時に手を
パーではなく指で数字を順番に示
す。

「１」→「グー」→「２」→「グー」
→「３」→…
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　みなさん、こんにちは。夏休みを
終え２学期を迎えた魚島さざなみ
留学1期生ですが、彼らの成長には
本当に驚かされます。夏休みを過
ぎると、中学生は心も体も大きく成
長します。それにしても、成長しす
ぎではないかと疑うほどです。１学
期末より表情がさらに明るくなり、
自己主張ができるようになりまし
た。細かいところに注意しなくても
自分たちで気付いて行動すること

が増えているように思います。
　写真は島の行事「亥の子祭り」の
様子です。亥の子つきは、縄を縛り
つけた大きな石や亥の子槌で地面
を叩くことです。子どもたちは力い
っぱい上下に振っていました。亥の
子歌の歌詞や節は地域によって異
なるそうですが、ほとんどは無病息
災を願う縁起を担ぐような内容で
す。「魚島繁盛せえ♪」が耳に残っ
ています。

　

　　
　あらためて、新年おめでとうござ
います。鳥獣被害対策・ジビエ振興
担当の藤原でございます。
　「一年経つのが早いなぁ～。」な
んていいだしたら歳をとった証拠
なのか？去年の今ごろは、まだ伊予
市で前職の仕事じまいをしていた

のですから、、、もうじき春が来れ
ば、移住「1周年！」がきます。浅い
歴史ですが、濃厚な一年が経とう
としています。
　上島町に移住後、関わった町民
の方々は温かく支えてくださり感謝
に堪えません。そうそう、うれしい
ことに、昨年末に“ジビエカレー”
を「てしごと市」で提供するという
ことで招かれ、ご馳走になりまし
た。私も“上島レジェンドの師匠”
も美味しいカレーに舌鼓を打ち、
カレーだけに「Wタカシ感激！」古
くて分らんか？（ちなみに師匠も私

も名前が、タカシです。）シシ肉と
カレーのコラボレーション「相性抜
群、これまたサイコーにうまい！」
町民のみなさ～ん、そろそろ“上島
ジビエ人気注意報”が発令されま
すよ～！「弓削高校の先生と生徒の
みなさん、アルカレーさん、本当に
ありがとう。感謝感激！」　合掌

鳥獣対策ジビエ振興 あたふた日記③「感謝感激雨あられ！！」
 

島
お
こ
し
協
力
隊

　
　
　
　
藤
原　
隆
司

　

　
　2022年7月より、島おこし協力隊
の公営塾講師として勤務してきま
したが、次へ向けて、１月末で退任
させていただきました。弓削高校の
生徒支援のために、学習習慣の形

成、一人ひとりに合った進路学習、
生徒目線に立った相談対応、社会
を見据えるきっかけ作りを念頭に、
塾内における日常的な時間を大切
にしてきました。 
　上島町での1年6ヶ月は、短い期
間であったとは感じていません。日
ごろの生徒の変化は、勉強や部活
での成績に限らず、成長を目にする
瞬間というのはさまざまでした。高
校3年間という、貴重な時間の一部
に、講師として生徒たちに関わるこ

とができ、とても嬉しく、感謝の気
持ちをお伝えしたいです。次の土地
へ進んでも、時間を見つけて、また
島内を旅できればと思っています。
弓削高生のさらなる飛躍を祈念し
て退任のご挨拶とさせていただき
ます。 

ゆめしま未来塾　 公営塾講師 退任のご挨拶

ゆ
め
し
ま
未
来
塾　

　
　
　
髙
橋　
哲
弥　
　
　

魚
島
離
島
留
学　

　
　
　
酒
井　
章
宏

魚島離島留学 亥の子祭り　魚島繁盛せえ

島おこし協力隊活動日記

▲ 伝統行事　亥の子

▲ 「みんないい仕事したねぇ〜。」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
お疲れ様のワンショット
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島
お
こ
し
協
力
隊
ミ
ッ
シ
ョ
ン 

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ニ
コ
ラ
ム 

 　

　

1
年
目
を
迎
え
た
魚
島
さ
ざ
な

み
留
学
。
今
年
度
、
魚
島
小
・
中

学
校
に
通
う
児
童
生
徒
数
は
小
学

5
年
生
1
名
、
中
学
1
年
生
1
名
、

中
学
2
年
生
4
名
、
中
学
3
年
生

1
名
、
計
7
名
が
在
籍
し
て
い
ま

す
。（
令
和
5
年
度
現
在
）

　

さ
ざ
な
み
留
学
生
を
迎
え
た
魚

島
は
子
ど
も
た
ち
の
声
で
賑
や
か

に
な
り
、
伝
統
的
な
行
事
も
復
活

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
当
初
こ
そ
不

慣
れ
な
こ
と
、
緊
張
し
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、
徐
々
に
慣
れ
て

く
る
と
休
日
も
島
の
子
と
留
学
生

が
分
け
隔
て
な
く
、
仲
良
く
遊
ぶ

姿
も
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
様
子
を
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
も
、魚
島
の
方
々

の
温
か
い
見
守
り
が
あ
っ
た
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。　

　

令
和
6
年
度
の
応
募
を
開
始
し

た
9
月
末
か
ら
見
学
者
希
望
が
数

多
く
魚
島
を
訪
れ
ま
し
た
。
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
来
年
度
の
魚
島
さ
ざ

な
み
留
学
を
希
望
し
、
申
し
込
ま
れ

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
来
年
度
の
希

望
者
数
は
昨
年
の
倍
以
上
と
な
り
、

期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
中
で

も
、
第
一
期
生
の
中
か
ら
継
続
を
希

望
す
る
留
学
生
も
い
る
た
め
、
魚
島

の
環
境
を
求
め
る
児
童
生
徒
が
全

国
に
数
多
く
存
在
す
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
彼
ら
の
た
め
に
も
、
よ

り
充
実
し
た
魚
島
離
島
留
学
事
業

の
環
境
整
備
に
努
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
来
年
度
か
ら
弓
削
高
校
の「
ゆ
め

し
ま
寮
」
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
魚

島
離
島
留
学
が
ス
タ
ー
ト
し
た
時

か
ら
、
魚
島
に
来
た
留
学
生
が
上
島

町
を
気
に
入
っ
て
、
次
は
弓
削
高
校

に
進
学
し
た
い
と
思
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
目
標
と
し
て
あ
り
ま
し
た
。

さ
ざ
な
み
寮
で
生
活
を
し
た
留
学

生
が
、
ゆ
め
し
ま
寮
で
の
生
活
を
希

望
す
る
よ
う
に
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
は
各
都
道
府
県
ご
と
に
独

自
の
文
化
や
伝
統
が
あ
り
、
方
言
も

さざなみ留学
酒井　章宏

魚
島
小
・
中
学
校
の
存
続
に
向
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
魚
島
さ
ざ
な
み
留
学

▲ 漁業体験

▲ 魚島大運動会での児童・生徒と保護者

島おこし協力隊ミッション ミニコラム

 

10 　

そ
の
ひ
と
つ
で
す
。
国
内
に
お
い

て
も
言
葉
の
違
い
に
戸
惑
う
こ
と

が
あ
る
日
本
は
、
生
ま
れ
育
っ
た

故
郷
を
離
れ
て
学
ぶ
こ
と
は
海
外

留
学
と
大
き
な
違
い
が
な
い
の
で

は
な
い
か
と
思
う
ほ
ど
で
す
。
留

学
生
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
に
合
っ
た

教
育
環
境
を
求
め
て
、
魚
島
さ
ざ

な
み
留
学
も
よ
り
よ
い
事
業
と
な

る
よ
う
に
、
真
っ
直
ぐ
に
向
き
合

い
た
い
と
思
い
ま
す
。
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ALTコーナー /上島町観光協会だより

弓削	月 19:30 ～ 	弓削地域交流センター
生名	月	１１:00 ～ 	３分団集会所
岩城	木	19:30 ～ 	岩城総合支所庁舎

英会話教室初めてのしめ縄づくり　

　こんにちは。弓削の ALT のザ
ビエルです。 みなさんにとって素
晴らしい新年のスタートが切れた
ことを願っております。
　日本に来て初めての正月だった
ので、12 月に生徒たちと一緒にし
め縄の作り方を学ぶ機会があった
時はとてもわくわくしました。他
の ALT と一緒に岩城小学校に行
き、地域の人たちに作り方を教え
てもらいました。ピーター先生は
手を動かすのが得意で、器用にし
め縄を編んでいました。ジェレミ
ー先生も熱心にしめ縄づくりを学
び、最後には見違えるほど上達し
ていました。
　私は岩城小学校に行く数日前に
も、魚島で生徒たちとしめ縄を作
りました。一番大変だったのは、

わらを手のひらで転がすことだっ
たと思います。 素晴らしい先生た
ちでしたから、すぐにしめ縄づく
りが上手になりました！魚島と岩
城の皆さんのおかげで、新年の準
備が整いました！材料と練習があ
れば、来年もまたしめ縄ができる
と思います。

今月の担当ALT
ストロング エグゼイビア アントニオ

（弓削・魚島）

竹松　麻紀 (マッキー！)
兵庫県神戸市灘区在住

ー 第38回 ー

  

  私が上島町に来るきっかけになっ
たのはインスタで佐島のゲストハウ
ス汐見の家のヘルパー募集を見た
からでした。
　ゲストハウスに泊まったことも
ない！ヘルパーなんてよくわからな
い！でもやってみたい！すぐに主人
に相談して応募しました。神戸市
在住で身近な島である淡路島に移
住を考え物件を探し中、気に入る
ものが見つからず、少し気持ちが
下がりかけていて。別の島も見てみ
たい！2023 年真夏の上島町、エア
コンのない古民家、かみじまふるさ
と夜市、岩城島の全国ラジオ体操、
新造船、積善山の素晴らしい景色、
汐見の家のシェアご飯、そしてよも

ぎ蒸しをさせていただき、凹んでい
た心はどこへやら、今ココ！を楽し
むんだということを思い出させてく
れました！バスや電車に乗るように
船に乗る！凄く便利！ネットや下水
も整っていて快適！
　ゆめしま海道は程良い大きさで、
上島町は私の大好きな場所になっ
ていきました。冬の上島町も見てみ
たい！12 月に戻って来ると、とて
も温かく迎えてくださり、よもぎ蒸
しを通じてご縁もつながり、私には
とても大切な町になりました！行け
てないお店もあります。また戻って
来たい！その際は出張よもぎ蒸しの
マッキー！をよろしくお願いいたし
ます。　
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人権・同和教育講演会
  12月7日に人権・同和教育講演会
を行いました。「マイノリティか
ら見た多様性」の演題で、弓削高
校ⅠＣＴ支援員の山上豊先生にご
講演いただきました。山上先生の
ご経験をふまえて、私たちが暮ら
す社会の中には「多数派」、「少
数派」が存在することを実感しま
した。また、音楽や書物、アニメ
などから想起される、身の回りに
ある多様性についてもお話くださ
り、生徒たちも深く聞き入ってい
ました。考え方や感覚の違いがあ
っても、理解しようとする姿勢が
大切だと学ぶことができました。

読書会～Book Hunting～
  12月7日放課後、図書委員を中
心に読書会を行いました。今年は
趣向を変えて、上島町の書店「本
とお茶の店ゆたかの本屋ちゃん」
で、ブックハンティング（自分が
読みたい本や人に読んでほしい本
を書店で探すこと）を行いまし
た。参加者一人ひとりが積極的に
本を手に取って、選書している姿
が見えました。参加した生徒は、
新しい読書体験ができ、充実した
時間を過ごすことができていまし
た。今後も、積極的に本を手に取
って、自分の世界を広げていって
ほしいと思います。

シェイクアウトえひめ
　12月18日に「シェイクアウトえひ
め」の避難訓練を実施しました。今
年度は弓削高校が防災の指定校に
なっており、緊急地震速報受信装置
「デジタルもぐら」を使用しての初の
避難訓練となりました。実際の音源
等も用いて、緊張感に包まれた実践
的な訓練を行うことができました。
近い将来予想される大地震が発生し
た際に、自分たちの命を守れるよう、
「自助」、「共助」の視点をもち、学
校だけでなくご家庭においても、ぜ
ひ避難場所や経路を話し合ってみて
ください。

デザコンで活躍！GCONも出場
　11月11日・12日、第20回全
国高等専門学校デザインコンペ
ティション「デザコン2023 in 
MAIZURU」が開催されました。
本校からは「AMデザイン部門」
へ、電子機械工学科5年生中心チー
ムと4年生中心チームの2チームが
出場しました。
　「AMデザイン部門」とは3Dプ
リンタを使って、自由な発想と独
創的なアイデアを競う部門であ
り、今年のテーマは『新しい生活
様式を豊かにするアイテムの開
発』でした。
　5年生中心のチームが『ディスポ
持針器』という、救急・災害医療
現場で活躍する使い捨ての持針器
を考案し、見事「優秀賞」を獲得

しました。
　4年生中心のチームは、トップシ
ール包装(容器の天面にフィルムを
熱で溶着密閉する包装形態)が急増
している世の中において、指先が
不自由な人でも簡単にトップシー
ルを開けることができる『トップ
ナー』というものを考案し「審査
員特別賞」を受賞しました。

　第2回高専GCON(1月21日開催)
にも『カスタムメイドディスポ持
針器の開発』で本選出場します。

キャリア教育フォーラム開催
　12月2日、本校第1体育館でキャ
リア教育フォーラムを開催しまし
た。
　地元企業含む63企業・4大学に
お越しいただき、企業説明会や今
後の進路相談などを行いました。
電子機械工学科と情報工学科の3
年生・4年生、専攻科1年生が参加
し、午前と午後で各自聞きたいブ
ースを熱心に回っていました。

LETTERS FROM SCHOOL 

高
専
生
が
生
活
様
式
を
豊
か
に
す
る
ア
イ
デ
ア
で
優
秀
賞

と
審
査
員
特
別
賞
を
Ｗ
受
賞
！

人
と
自
分
を
大
切
に
す
る
弓
削
高
生
に

弓削高等学校 https://ehm-yuge-h.esnet.ed.jp/

弓削商船高等専門学校 https://www.yuge.ac.jp/

連絡先 ☎ ７７−２０２１
弓削高校　教頭　正岡

県外生に対して食事等の面倒を見
ていただける皆さまを募集します

島 親 さん募 集  島 親 さん募 集  ！！
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　昨年11月に、因島観光協会主催
（上島町共催）により「麻生イトと
因島・生名島」が開催され、３名が
座談会に登壇し、私もそのうちのひ
とりとして、お話させていただくこ
とができました。事前に生名島の方
からイトさんと交流があった方を紹
介してもらうことができたので、聞
き取り調査を実施し、それを基に座
談会でお話することができました。
　イトさんは、明治９年（1876
年）に尾道市で生まれました。北
海道にわたり、トンネル工事の事
務員として働いたあと、明治36年
（1903年）に因島で旅館を経営し
ました。因島で造船業が盛んになる

と「麻生組」を結成し、多くの従業
員を雇って、土木事業や船の解体
業務を請け負いました。この頃から
イトさんは、男装の女傑として名を
馳せるようになったといわれていま
す。豊かな財力の持ち主となったイ
トさんは、因島の土生幼稚園の新設
や、土生町女子実業補習学校（広島
県立因島高等学校の前身）の設立に
対して資金援助を行うなど、熱心に
社会貢献を行いました。また、大正
14年（1925年）には、生名島で村
の有志とともに、地域の憩いの場と
なる「三秀園」の造園を開始しまし
た。イトさんは三秀園の中に別荘を
建て、昭和31年（1956年）に亡く
なるまでの晩年を生名島で過ごしま
した。自身の故郷である尾道ではな
く生名島に庭園を整備することにつ
いては「～よその国の為にすること
もと思ったが、イヤイヤ伊予も広島
もない、やっぱり天子様の日本の島

じゃ思うての…」と語っていたよう
です。　
　三秀園に近いお家で生まれ育った
方のお話によると、晩年のイトさん
が別荘の縁側でくつろいでいる姿を
何度も見かけ、「おじいちゃん」と
呼ぶと大変喜んでお菓子をくれたよ
うです。また毎月18日には、三秀園
で「観音さま祭り」が開催され、多
くのお店が出るな
ど盛大に行われ、
生名島の子どもた
ちをはじめとした
地域の人々にとっ
て、楽しみのひと
つとなっていたよ
うです。

かみじま郷土話 23

教
育
課

　
曽
根　
大
地

三秀園（生名島）

三秀園を造った麻生イトさん

▲ 晩年の麻生イト
（村上 貢『女傑一代
「麻生イトの生涯」』より）
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玉
子
酒
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顔
し
て
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父

伊
佐　
幹
男

玉
子
酒
ほ
の
か
に
ほ
お
を
染
め
し
孫

田
中　
華
丘

息
白
き
仲
良
き
友
と
肩
並
べ澤

田　
丈
子

出
航
す
る
バ
ー
ジ
の
船
頭
息
白
し
　

幸
本　
郁
夫

マ
ラ
ソ
ン
や
吐
く
白し
ら
い
き息
の
風
を
切
る

山
元　
征
子

双
葉
俳
壇
一
一
七
一
回
句
集
（
岩
城
）

玉
子
酒
母
の
温
も
り
す
す
り
込
む

美
濃
部
妃
苗

息
白
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揃そ
ろ

う
か
け
声
朝
練
習森

本　
伸
子

玉
子
酒
子
は
頑か

た
く

な
に
酒
を
飲
む

古
林　
幹
枝

石
鎚
山
の
寒か

ん
と
う灯
星
座
に
紛
れ
け
り

田
名
後
篁
雨

水
滴
の
朝
日
透と

う

せ
り
庭に

わ
こ
ぼ
く

枯
木幸

本　
孤
燈

　南海放送ラジオは、2024年2月1日から9月30
日まで、ワイドFM転換実験として、総務省による
「AM局の運用休止に係る特例措置」に参加し、
AM新居浜局の運用を休止させていただきます。
これにともない上島町ではAM1116kHzで南海
放送ラジオをお聴きいただけなくなる場合などが
あります。
　この機会にいい音質でエフナンをお聴きいただ
けるワイドFMやradikoなどでお聴きいただきま
すようお願い申し上げます。

ワイドFMの受信には周波数90.0～94.9MHz対応
のラジオが必要です。エフナン南海放送91.2MHzで
南海放送を聞くことができます。

南海放送株式会社　新時代FM準備室
 　　　☎︎089-915-0917（平日10時〜17時）



お知らせ

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
細
に
つ
い

て
は
、
愛
媛
労
働
局
ま
た
は
最
寄
り
の

労
働
基
準
監
督
署
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

愛
媛
労
働
局
労
働
基
準
部
労
災
補
償
課　

☎
０
８
９-

９
３
５-

５
２
０
６

【
愛
媛
県
立
松
山
東
高
等
学
校
通
信
制
課
程
】

　「
通
信
制
」
っ
て
知
っ
て
い
ま
す
か
？

 

高
校
卒
業
の
資
格
を
取
り
ま
せ
ん
か
。

　

県
内
で
唯一の
公
立
高
等
学
校
通
信

制
課
程
で
す
。

《
入
学
資
格
》

▽
令
和
６
年
3
月
に
中
学
校
を
卒
業
さ

れ
た
方
、
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
前
期

課
程
を
終
了
さ
れ
た
方

▽
中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る

と
認
め
ら
れ
る
方

▽
高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
後

期
課
程
に
在
学
中
、
ま
た
は
中
途
退
学

し
た
方�

《
出
願
期
間
》

・ 

新
入
学 

１
次

　
　
令
和
６
年
２
月
５
日（
月
）　　

～
３
月
１
日（
金
）必
着

・ 

新
入
学 

２
次

　
　

 

令
和
６
年
３
月
21
日（
木
）

～
４
月
１
日（
月
）必
着

・ 

編
入
学　

　
　

 

令
和
６
年
２
月
５
日（
月
）　

～
３
月
１
日（
金
）必
着

・ 

転
入
学　

　
　

 

令
和
６
年
３
月
11
日（
月
）

　
　
　

 

～
３
月
18
日（
月
）

《
留
意
事
項
》　
通
信
制
課
程
の
学
習
シ

ス
テ
ム
は
、
全
日
制
課
程
や
定
時
制
課

石
綿
に
よ
る
疾
病
の
労
災
補
償
制
度

に
つ
い
て　
　

　
石
綿
に
よ
る
疾
病
は
、
石
綿
を
吸
って

か
ら
非
常
に
長
い
年
月
を
経
て
発
症
す

る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

　

肺
が
ん（
原
発
性
）
や
中
皮
腫
等
を

発
症
し
、
そ
れ
ら
が
業
務
に
よ
り
石
綿

に
さ
ら
さ
れ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
労
災
保
険
給
付

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

労
災
保
険
の
遺
族
補
償
給
付
の
支
給
を

受
け
る
権
利
が
時
効
に
よ
り
消
滅
し
た

ご
遺
族
の
方
は
、
特
別
遺
族
給
付
金
を

令
和
６
年
度 

通
信
制
課
程　

前
期
入
学

（
４
月
入
学
）
生
徒
募
集
に
つ
い
て

程
と
異
な
る
た
め
、
入
学
を
希
望
さ
れ

る
ご
本
人
に
、
下
記
の
日
程
で
直
接
説

明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
願
書
を
手
渡

し
て
お
り
ま
す
。（
本
人
以
外
に
は
、
募

集
要
項（
入
学
願
書
）を
お
渡
し
で
き
ま

せ
ん
。
説
明
会
に
は
保
護
者
の
方
の
同

席
も
可
能
で
す
。）
左
記
の
日
程
で
ご
都

合
が
悪
い
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
令
和
６
年
２
月
１
日（
木
）、２
月
18
日

（
日
）、２
月
25
日（
日
）、３
月
25
日（
月
）

●
問
い
合
わ
せ
　

〒
７
９
０ｰ

８
５
２
１

　
松
山
市
持
田
町
２
丁
目
２ｰ

12

　
愛
媛
県
立
松
山
東
高
等
学
校
通
信
制
課
程

　
　
　
☎
０
８
９ｰ

９
４
５ｰ

０
１
３
１

転
出
届
け
は
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か

ら
！

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
所
有
し
て
い

る
人
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
オ
ン
ラ

イ
ン
で
も
転
出
の
届
出
が
可
能
で
す
。

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
電
子
証
明
書

搭
載
サ
ー
ビ
ス
に
対
応
し
た
端
末
を
お

持
ち
の
方
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
み
で

手
続
が
可
能
で
す
。
詳
し
く
は
デ
ジ
タ

ル
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
マ
イ
ナ
ボ
ー
タ
ル
を
通
じ
て
転
出
届
の

提
出
を
し
た
後
は
、
別
途
、
転
入
先
市

区
町
村
の
窓
口
で
転
入
届
等
の
手
続
が

必
要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

愛
媛
県
企
画
振
興
部
デ
ジ
タ
ル
戦
略
局

　
ス
マ
ー
ト
行
政
推
進
課

ス
マ
ー
ト
行
政
情
報
グ
ル
ー
プ

G
直
通
☎
０
８
９-

９
１
２-
２
２
８
６

▲マイナポータル
「引越し手続きについて」

え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
推
進
員
」
を
募
集
し
ま
す

　

愛
媛
県
が
開
設
し
た
「
え
ひ
め
結
婚

支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
独
身
男
女
に

出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
出
会
い
イ
ベ
ン

ト
を
各
地
で
開
催
し
て
お
り
、
参
加
者

の
交
際
フ
ォ
ロ
ー
等
を
行
う
愛
の
キ
ュ
ー

ピ
ッ
ド
役
と
し
て
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進

員
」
の
方
に
御
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
次
の
と
お
り
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
ご
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
応

募
く
だ
さ
い
。（
完
全
予
約
制
・
事
前

申
込
み
が
必
要
で
す
。）

日
時　
令
和
6
年
2
月
21
日（
水
）

13
時
～
17
時
の
間
で
１
時
間
程
度

場
所　
今
治
市
城
東
公
民
館
１
階
会
議
室

　
　
　
ほ
か
全
6
会
場
で
実
施

●
問
い
合
わ
せ

　
え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９-

９
９
８-

６
７
７
０

　

https://w
w

w
.m

sc-ehim
e.jp/

▲登録申込み
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則
第
１
条
第
5
号
の
規
定
に
よ
る
施
行

に
よ
り
、
本
籍
地
の
市
町
村
長
以
外
の

指
定
市
町
村
長
に
対
す
る
戸
籍
証
明
書

等
の
交
付
の
請
求
、
戸
籍
電
子
証
明
書

提
供
用
識
別
符
合
等
の
発
行
等
の
制
度

が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
関
係
規

定
を
整
備
す
る
も
の
。　
　
　
　
　

ー
原
案
可
決
ー

■
上
島
町
公
民
館
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

弓
削
中
央
公
民
館
の
廃
止
に
伴
い
、

関
係
規
定
を
整
備
す
る
も
の
。　
　
　
　
　

ー
原
案
可
決
ー

■
上
島
町
簡
易
水
道
事
業
及
び
下
水
道

事
業
に
地
方
公
営
企
業
法
の
財
務
規
定

等
を
適
用
す
る
こ
と
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
備
に
関
す
る
条
例

　
簡
易
水
道
事
業
及
び
下
水
道
事
業
に

地
方
公
営
企
業
法
の
財
務
規
定
等
を
適

用
す
る
こ
と
に
伴
い
、
関
係
規
定
を
整

備
す
る
も
の
。　

ー
原
案
可
決
ー

■
上
島
町
消
防
長
及
び
消
防
署
長
の
資

格
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　
上
島
町
行
政
組
織
条
例
の
全
部
改
正

に
伴
い
、関
係
規
定
を
整
備
す
る
も
の
。　
　
　
　
　

ー
原
案
可
決
ー

■
上
島
町
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
消
防
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
関
係
規
定
を
整
備
す
る
も
の
。　
　
　
　
　

ー
原
案
可
決
ー

お知らせ

上
島
町
議
会

　 

第
４
回
定
例
会

　

本
定
例
会
は
12
月
12
日（
火
）に
開
会

し
、
議
案
27
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
弓
削
高
等
学
校
学
生
寮
設
置
条
例

　
弓
削
高
等
学
校
学
生
寮
の
運
営
開
始

に
伴
い
、関
係
規
定
を
整
備
し
た
も
の
。

ー
原
案
可
決
ー

■
上
島
町
下
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関

す
る
条
例

　
下
水
道
事
業
を
公
営
企
業
会
計
に
移

行
す
る
こ
と
に
伴
い
、
関
係
規
定
を
整

備
し
た
も
の
。　
　
　

ー
原
案
可
決
ー

■
上
島
町
下
水
道
事
業
の
剰
余
金
の
処

分
等
に
関
す
る
条
例

　
下
水
道
事
業
を
公
営
企
業
会
計
に
移

行
す
る
こ
と
に
伴
い
、
剰
余
金
の
処
分

等
に
関
す
る
規
定
を
整
備
し
た
も
の
。　
　
　
　
　

ー
原
案
可
決
ー

■
上
島
町
簡
易
水
道
事
業
の
設
置
等
に

関
す
る
条
例

　
簡
易
水
道
事
業
を
、
公
営
企
業
会
計

に
移
行
す
る
こ
と
に
伴
い
、
関
係
規
定

条

例

の

制

定

を
整
備
し
た
も
の
。　

ー
原
案
可
決
ー

■
上
島
町
簡
易
水
道
事
業
の
剰
余
金
の

処
分
等
に
関
す
る
条
例

　
簡
易
水
道
事
業
を
公
営
企
業
会
計
に

移
行
す
る
こ
と
に
伴
い
、
剰
余
金
の
処

分
等
に
関
す
る
規
定
を
整
備
し
た
も

の
。　
　
　
　

ー
原
案
可
決
ー

■
上
島
町
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等

の
店
舗
に
設
置
さ
れ
て
い
る
多
機
能
端

末
機
を
用
い
た
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交

付
が
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

の
導
入
及
び
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
利
用

し
た
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
申
請
制

度
の
導
入
に
伴
う
関
係
規
定
を
整
備
す

る
も
の
。　
　
　
　
　

ー
原
案
可
決
ー

■
上
島
町
議
会
議
員
等
報
酬
及
び
費
用

弁
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
令
和
５
年
８
月
の
人
事
院
勧
告
に
基

づ
き
国
の
取
り
扱
い
に
準
じ
、
関
係
規

定
を
整
備
す
る
も
の
。　
　
　
　
　

ー
原
案
可
決
ー

■
上
島
町
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

条

例

の

改

正

　
令
和
５
年
８
月
の
人
事
院
勧
告
に
基

づ
き
国
の
取
り
扱
い
に
準
じ
、
関
係
規

定
を
整
備
す
る
も
の
。　
　
　
　
　

ー
原
案
可
決
ー

■
上
島
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
令
和
５
年
８
月
の
人
事
院
勧
告
に
基

づ
き
国
の
取
り
扱
い
に
準
じ
、
関
係
規

定
を
整
備
す
る
も
の
。　
　
　
　
　

ー
原
案
可
決
ー

■
上
島
町
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
令
和
５
年
８
月
の
人
事
院
勧
告
に
基

づ
き
国
の
取
り
扱
い
に
準
じ
、
関
係
規

定
を
整
備
す
る
も
の
。　
　ー

原
案
可
決
ー

■
上
島
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
全
世
代
対
応
型
の
持
続
可
能
な
社
会

保
障
制
度
を
構
築
す
る
た
め
の
健
康
保

険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
成

立
に
よ
り
、子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
、

次
世
代
育
成
支
援
等
の
観
点
か
ら
、
国

民
健
康
保
険
制
度
に
お
い
て
出
産
す
る

被
保
険
者
に
係
る
産
前
産
後
期
間
相
当

分
の
均
等
割
保
険
税
及
び
所
得
割
保
険

税
を
免
除
す
る
措
置
が
創
設
さ
れ
、
関

係
規
定
を
整
備
す
る
も
の
。　
　
　
　
　

ー
原
案
可
決
ー

■
上
島
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
戸
籍
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
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お知らせ

補　

正　

予　

算

■
令
和
5
年
度
上
島
町
一
般
会
計
・
特

別
会
計（
5
議
案
）補
正
予
算

　
補
正
額
等
は
別
表
の
と
お
り

｜
原
案
可
決
｜

一
般
会
計
補
正　
１
億
５
９
０
0
万
円

総
額

７
５
億
４
８
０
０
万
円

国
民
健
康

保 　

 

険
補
正　
　
　
　
　

 

４
０
万
円

総
額

９
億
２
３
０
０
万
円

介
護
保
険
補
正　
　
　
１
１
１
０
万
円

総
額

９
億
５
０
０
０
万
円

介　
　
護　

サ
ー
ビ
ス
補
正　
　
　
　
１
７
０
万
円

総
額

５
０
４
０
万
円

魚
島
船
舶
補
正　
　
　
　
４
０
０
万
円

総
額

１
億
４
３
０
０
万
円

特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
補
正

総
額　
　
　

 

5
７
０
万
円

　
　

 

４
億　
２
７
０
万
円

■
上
島
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

の
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

次
の
者
を
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
の
委
員
に
選
任
し
た
い
の
で
、
議
会

の
同
意
を
求
め
る
も
の
。

　
　
　
山　
下　

 

正　
弘　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｜
同
　
意
｜

■
上
島
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て

　

次
の
者
を
上
島
町
教
育
委
員
会
委
員

そ　
　

の　
　

他

み
な
さ
ん　
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
症
法
上
の
位
置
づ
け

が
「
５
類
」
に
引
き
下
げ
ら
れ
て
迎
え
た

今
年
の
秋
祭
り
は
、
形
を
変
え
な
が
ら
も

多
く
の
地
区
で
発
生
前
の
活
気
あ
る
姿
に

戻
って
き
ま
し
た
。

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
お
か
げ
で
、
普
段
見
る
こ
と

の
で
き
な
い
各
地
区
の
祭
り
の
本
質
を
知
る

こ
と
が
で
き
、
込
み
上
げ
る
感
動
と
共
に

上
島
町
に
は
素
晴
ら
し
い
伝
統
や
歴
史
が

豊
か
に
息
づ
い
て
い
る
こ
と
を
再
認
識
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
日
は
令
和
５
年
第
４
回
定
例
議
会
を

招
集
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
お
お
か
た
の

出
席
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
行
政
報
告
と
し
て
９
月
定
例
議
会

後
の
主
な
事
項
の
み
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

９
月
16
日
か
ら
魚
島
大
運
動
会
を
皮
切

り
に
、
各
地
に
お
い
て
運
動
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
子
ど
も
達
の
熱
意
に
溢
れ
た
選
手

宣
誓
や
、
練
習
を
積
み
重
ね
た
演
技
な
ど

を
目
の
当
た
り
に
し
、
ま
る
で
大
人
の
私
た

ち
への
応
援
の
よ
う
な
感
動
が
あ
り
ま
し
た
。

回
和

定

会

第
４

５

例
年

令

年

　

12
月
12
日
開
催

上
村
町
長
の
行
政
報
告

９
月
22
日
か
ら
久
司
浦
地
区
を
ス
タ
ー

ト
と
し
、
11
月
21
日
の
佐
島
地
区
ま
で
、

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
を
町
内
10
ヶ
所
で
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
の
関
係
で
断
念
し
た
年
も
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
関
心
が
薄
れ
て
い
る
の
で
は
と

危
惧
し
て
い
ま
し
た
が
、
各
地
区
と
も
的

確
な
ご
意
見
や
熱
心
な
協
議
が
数
多
く
あ

り
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
直
接
対
話
を
す
る

こ
と
の
大
切
さ
を
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
か
ら
の
要
望
や
提
案
の
中
で
、

必
要
と
判
断
さ
れ
た
施
策
は
予
算
化
に
取

り
組
み
、
そ
の
場
で
お
答
え
で
き
な
か
っ
た

案
件
に
つ
い
て
は
、
区
長
さ
ん
ま
で
速
や
か

に
文
書
で
回
答
す
る
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

９
月
23
日
に
は
弓
削
商
船
高
等
専
門
学

校
の
卒
業
式
並
び
に
、
高
専
制
度
創
立
60

周
年
記
念
植
樹
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

前
身
で
あ
る
弓
削
海
員
学
校
か
ら
数
え
る

と
１
２
０
年
を
超
え
る
伝
統
の
学
び
舎
が
、

こ
の
上
島
町
に
存
在
す
る
こ
と
自
体
が
私

た
ち
の
誇
り
で
あ
り
、
創
設
し
て
い
た
だ
い

た
先
人
の
皆
さ
ま
に
、
時
を
超
え
て
感
謝

を
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

10
月
６
日
に
は
４
代
目
と
な
る
弓
削
商

船
高
等
専
門
学
校
練
習
船
の
進
水
式
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
の
船
の

能
力
の
高
さ
に
驚
く
と
共
に
、
新
た
な
歴

史
の
始
ま
り
に
感
激
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、先
人
に
負
け
な
い
ほ
ど
の
情
熱
を
、

こ
の
歴
史
あ
る
学
校
に
注
が
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

に
任
命
し
た
い
の
で
、
議
会
の
同
意
を

求
め
る
も
の
。

　
　
　
　
　
山　
本　

 

こ
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｜
同
　
意
｜

■
上
島
町
獣
肉
処
理
加
工
施
設
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

・

上
島
町
獣
肉
処
理
加
工
施
設

　
　
上
島
町
獣
肉
処
理
加
工
会

　
　
　
　
会
長　
森　
本　
英　
隆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
｜
原
案
可
決
｜

■
愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
規
約
の

変
更
に
つ
い
て

　

構
成
団
体
で
あ
る
大
洲
市
が
日
本
国

内
で
交
通
事
故
に
よ
り
災
害
を
受
け
た

構
成
団
体
の
住
民
又
は
そ
の
遺
族
の
生

活
の
共
済
に
関
す
る
共
同
処
理
事
務
構

成
団
体
か
ら
脱
退
す
る
こ
と
に
伴
い
、

関
係
規
定
を
整
備
す
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
｜
原
案
可
決
｜

■
愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
の
共
同

処
理
事
務
構
成
団
体
か
ら
の
脱
退
に
伴

う
財
産
処
分
に
つ
い
て

　

構
成
団
体
で
あ
る
大
洲
市
が
日
本
国

内
で
交
通
事
故
に
よ
り
災
害
を
受
け
た

構
成
団
体
の
住
民
又
は
そ
の
遺
族
の
生

活
の
共
済
に
関
す
る
共
同
処
理
事
務
構

成
団
体
か
ら
脱
退
す
る
こ
と
に
伴
い
、

愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
の
財
産
処

分
に
つ
い
て
協
議
す
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
｜
原
案
可
決
｜
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お知らせ

９
月
26
日
か
ら
29
日
に
か
け
て
、
島
づ
く

り
の
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
目
的
に
日
本
離
島

セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
第
31
回
島
づ
く
り

人
材
養
成
大
学
が
上
島
町
で
開
催
さ
れ
、

私
も一部
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
北
は
北
海
道
、
南
は
沖
縄
県

ま
で
の
全
国
の
離
島
で
活
躍
す
る
34
名
が

来
町
し
、上
島
町
か
ら
の
４
名
と
共
に
「
そ

れ
ぞ
れ
の
島
で
、
自
分
が
何
が
出
来
る
か
」

を
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
等
に
よ
り
研
修
さ
れ
ま

し
た
。

上
島
町
で
の
学
び
の
元
、
受
講
生
の
皆

さ
ん
が
今
後
、
島
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活

躍
さ
れ
る
こ
と
を
祈
って
い
ま
す
。

10
月
９
日
、
弓
削
高
校
生
が
企
画
し
た

「let's

ゆ
め
し
ま
サ
イ
ク
リ
ン
グ
～
人
と
人 

繋
ぐ
は
島
の 

橋
と
橋
～
」
のE-BIKE

ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
自
転
車
を
活
用
し
て
地
域
課
題

解
決
に
取
り
組
む
弓
削
高
校
生
た
ち
が
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
通
じ
て
「
ゆ
め
し
ま
海

道
」
の
魅
力
を
広
く
伝
え
交
流
人
口
を
拡

大
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
講
習
を
受
け

た
高
校
生
た
ち
が
、
自
分
た
ち
で
考
案
し

た
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
り
な
が
ら
安
全

に
ガ
イ
ド
を
し
、
そ
の
場
で
高
校
生
が
解

説
も
行
い
ま
し
た
の
で
、
町
外
か
ら
の
参

加
者
に
上
島
町
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
さ
を

知
って
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

10
月
10
日
に
は
大
分
県
の
姫
島
村
と
い

う
離
島
を
視
察
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

姫
島
Ｉ
Ｔ
ア
イ
ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー
で
は
、

Ｉ
Ｔ
企
業
を
誘
致
す
る
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

か
し
た
産
業
振
興
や
交
流
人
口
の
拡
大
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
が
特
徴

的
で
、
さ
ら
に
は
、
超
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
の

実
用
実
験
を
兼
ね
た
電
気
自
動
車
の
レ
ン

タ
カ
ー
事
業
が
行
わ
れ
お
り
、
小
さ
な
離

島
で
あ
り
な
が
ら
Ｉ
Ｔ
の
先
頭
を
走
る
姫

島
村
に
大
い
な
る
刺
激
を
受
け
た
と
こ
ろ
で

す
。10

月
12
日
か
ら
15
日
、
台
湾
の
『
日
月

潭com
e! Bikeday!

』
に
し
ま
な
み
ジ
ャ

パ
ン
の一員
と
し
て
参
加
し
、
ゆ
め
し
ま
海

道
の
P
R
を
行
って
ま
い
り
ま
し
た
。

現
地
で
は
、
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｔ
本
社
を
訪
問

す
る
な
ど
、
自
転
車
新
文
化
を
肌
で
感
じ
、

サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
重
要
性
を
再
確
認

す
る
と
共
に
、
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
を

目
指
す
世
界
的
な
取
り
組
み
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

10
月
17
日
か
ら
21
日
に
か
け
て
、
日
本

離
島
セ
ン
タ
ー
が
開
催
す
る
海
外
離
島
調

査
と
し
て
、
大
韓
民
国
南
部
の
離
島
を
持

つ
３
つ
の
自
治
体
の
新し

な
ん安

郡
・
木も
っ
ぽ浦

市
・

麗よ

す水
市
な
ど
の
視
察
研
修
が
あ
り
ま
し
た
。

私
は
、
仕
事
の
関
係
で
途
中
参
加
に
な

り
ま
し
た
が
、
麗
水
市 

チ
ョン
市
長
への
表

敬
訪
問
や
、
麗
水
市
南
部
の
離
島
で
あ
る

ク
モ
ド
の
キ
ム 

ク
モ
ド
長
や
ア
ン
ド
の
キ
ム

協
同
組
合
長
に
よ
る
離
島
で
の
取
り
組
み

事
例
の
紹
介
な
ど
、
研
修
や
情
報
交
換
は

も
ち
ろ
ん
、
各
地
に
お
い
て
温
か
い
歓
迎
を

受
け
ま
し
た
。

こ
の
他
に
も
チ
ェ
ジ
ュ
島
の
資
源
環
境
セ

ン
タ
ー
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
公
社
な
ど
、
先
進
的

な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組
み
な
ど

の
事
例
を
視
察
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

近
年
、
大
韓
民
国
は
離
島
振
興
に
力
を

注
い
で
お
り
、
韓
国
島
振
興
院
に
よ
る
離

島
施
策
推
進
の一環
と
し
て
、
２
０
２
６
年

に
は
麗
水
市
で
世
界
島
博
覧
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
離
島
を
世
界
中
に
発
信
す
る
よ

い
機
会
で
あ
り
、
大
韓
民
国
の
み
な
ら
ず

世
界
中
の
離
島
の
更
な
る
発
展
に
期
待
を

寄
せ
て
い
ま
す
。

10
月
28
日
、
松
山
で
の
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
愛
顔
の
え
ひ
め
２
０
２
３
総
合
開
会
式
」

に
出
席
し
、
翌
日
に
は
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
交
流
大
会
」
を
上
島
町

で
開
催
し
ま
し
た
。

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
は
60
歳
以
上
の
方
々
を

中
心
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
を
通
じ
て
幅
広
く
交
流
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
大
会
で
す
。

上
島
町
に
は
全
国
か
ら
40
チ
ー
ム
１
９
９

名
の
参
加
が
あ
り
、
愛
媛
県
代
表
と
し
て

上
島
町
内
各
地
区
か
ら
５
チ
ー
ム
が
参
加

し
、
魚
島
チ
ー
ム
が
み
ご
と
優
勝
と
い
う
結

果
を
収
め
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
地
域
の
団
体

や
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
多
く
の
方
々

の
お
も
て
な
し
の
お
か
げ
で
、
世
代
を
超
え

た
温
か
い
交
流
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
こ

と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

10
月
31
日
お
よ
び
11
月
15
日
に
離
島
振

興
関
係
予
算
確
保
に
関
す
る
要
望
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

そ
の
目
的
は
、
令
和
６
年
度
国
家
予
算

の
編
成
に
あ
た
り
、
か
か
る
離
島
の
実
情

と
離
島
の
果
た
す
国
家
的
国
民
的
役
割
を

十
分
に
賢
察
し
て
い
た
だ
き
、
関
係
事
業

予
算
の
確
保
に
つ
き
特
段
の
配
慮
を
求
め
る

も
の
で
す
。

そ
の
内
容
は
、「
離
島
振
興
関
係
公
共

事
業
費
」「
離
島
活
性
化
交
付
金
、ス
マ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
推
進
実
証
調
査
費
」「
へ
き

地
保
健
医
療
対
策
予
算
」
の
確
保
な
ど
18

項
目
に
わ
た
り
、
国
の
関
係
副
大
臣
や
局

長
お
よ
び
衆
参
国
会
議
員
な
ら
び
に
主
要

関
係
各
省
庁
等
へ
要
望
書
を
持
参
し
て
陳

情
い
た
し
ま
し
た
。

11
月
１
日
、
昭
和
28
年
に
制
定
公
布
さ

れ
た
離
島
振
興
法
並
び
に
全
国
離
島
振
興

協
議
会
設
立
70
周
年
を
迎
え
た
本
年
、
離

島
振
興
70
周
年
記
念
功
労
者
表
彰
式
が
開

催
さ
れ
、
離
島
振
興
に
大
き
く
貢
献
さ
れ

た
方
々
に
国
土
交
通
大
臣
表
彰
、
全
国
離

島
振
興
協
議
会
会
長
表
彰
の
授
与
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

上
島
町
か
ら
は
、
誠
実
で
献
身
的
な
対

応
と
地
域
医
療
の
向
上
に
顕
著
な
貢
献
を

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
岩
城
診
療
所
の
福

井
康
太
郎
先
生
が
国
土
交
通
大
臣
表
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
日
は
地
元
診
療

の
た
め
授
賞
式
に
出
席
す
る
こ
と
が
叶
わ

ず
、
同
じ
く
受
賞
し
た
私
が
代
表
し
受
け

取
って
ま
い
り
ま
し
た
。

11
月
３
日
、
宇
和
島
で
執
り
行
わ
れ
た
、

山
本
公一前
衆
議
院
議
員
の
葬
儀
に
参
列
さ
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お知らせ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
選
挙
区
の
異
な

る
先
生
で
す
が
、
岩
城
橋
架
橋
実
現
に
お

い
て
も
多
大
な
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
懐
の
深
い
配
慮
と
人
柄
を
表
す

笑
顔
を
私
は
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

11
月
４
日
か
ら
５
日
に
か
け
て
、
文
化

協
会
支
部
統一に
と
も
な
い
、
各
地
区
持
ち

回
り
と
な
っ
た
上
島
町
文
化
祭
が
、
初
め

て
魚
島
地
区
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

作
品
や
芸
能
発
表
会
も
素
晴
ら
し
い
内

容
で
し
た
が
、
魚
島
地
区
の
こ
と
を
大
勢

の
町
民
が
知
っ
て
い
た
だ
く
よ
い
機
会
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

11
月
11
日
、
い
わ
ぎ
リ
モ
ー
ネ
プ
ラ
ザ
で

開
催
さ
れ
たFO

LK JA
M

BO
REE

（
岩

城
）
を
鑑
賞
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
驚
き
は
、
造
船
の
仕
事一筋
だ
と

思
っ
て
い
た
方
が
、
ハ
イ
テ
ク
ニ
ッ
ク
な
ギ

タ
ー
を
奏
で
た
り
、
初
め
て
の
出
演
で
心
を

揺
ら
す
歌
声
の
持
ち
主
が
い
た
り
、
新
た

な
感
動
が
あ
っ
た
こ
と
で
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
㈱
い
わ
ぎ
物
産
セ
ン

タ
ー
と
文
化
協
会
の
岩
城
洋
楽
部
の
共
催

で
開
催
さ
れ
た
手
作
り
の
音
楽
イ
ベ
ン
ト
で

あ
る
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
が
、
音
楽
を
通

し
て
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
く
皆
さ
ま

に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

11
月
12
日
、「YUMESHIMA

　CYCLING

　

DAY  

自
転
車
と
島
グ
ル
メ
を
楽
し
む
日
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

愛
媛
県
で
は
、
よ
り
多
く
の
県
民
が
自

転
車
に
親
し
み
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し

む一日
と
す
る
た
め
、
11
月
第
２
日
曜
日
を

「
愛
媛
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
日
」
と
し
、
県

下
20
市
町
で
さ
ま
ざ
ま
な
サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

上
島
町
で
は
、
町
民
の
方
に
も
っ
と
自
転

車
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
触
れ
る
こ
と
を
目

的
に
、
し
ま
な
み
エ
リ
ア
で
自
転
車
の
レ
ン

タ
ル
を
し
て
い
る
事
業
者
に
も
協
力
を
仰
ぎ

ま
し
た
。

国
産
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
や
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ

な
折
り
畳
み
電
動
自
転
車
、
小
さ
な
子
ど

も
用
の
キ
ッ
ク
バ
イ
ク
な
ど
多
種
多
様
な
自

転
車
、
ま
た
、
通
学
用
や
カ
ジ
ュ
ア
ル
ユ
ー

ス
な
ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
ど
を
用
意
し
た
と
こ
ろ
、

試
乗
体
験
や
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に
町
内
外
か
ら

の
ご
参
加
が
あ
り
、
多
く
の
方
に
自
転
車

の
楽
し
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

11
月
15
日
、
全
国
町
村
長
大
会
が
開
催

さ
れ
、
岸
田
総
理
や
額
田
衆
議
院
議
長
な

ど
来
賓
多
数
の
出
席
の
も
と
、「
少
子
化

対
策
を
推
進
し
、
こ
ど
も
・
子
育
て
政
策

を
強
化
す
る
こ
と
」
な
ど
17
項
目
の
要
望

を
決
議
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
日
に
は
海
事
産
業
の
未
来
を

共
創
す
る
全
国
市
区
町
村
長
の
会
に
出
席

し
、「
人
材
確
保・育
成
の
取
組
み
の
推
進
」

な
ど
３
項
目
の
要
望
を
自
由
民
主
党
お
よ

び
公
明
党
の
衆
・
参
国
会
議
員
に
行
い
ま

し
た
。

11
月
16
日
、
水
産
業
振
興
・
漁
村
活
性

化
推
進
大
会
が
開
催
さ
れ
、
武
村
農
林
水

産
副
大
臣
や
衆
参
農
林
水
産
委
員
長
な
ど

の
来
賓
多
数
の
出
席
の
も
と
、「
原
油
価

格
お
よ
び
物
価
高
騰
への
機
動
的
な
対
応
」

「
漁
業
経
営
安
定
対
策
の
強
化
と
人
材
の

確
保
・
育
成
」「
活
力
あ
る
漁
村
づ
く
り

と
水
産
基
盤
整
備
の
計
画
的
推
進
」「
資

源
管
理
に
よ
る
持
続
可
能
な
漁
業
・
養
殖

業
の
確
立
」
な
ど
上
島
町
に
も
関
連
深
い

要
望
も
含
め
た
全
11
項
目
の
要
望
を
決
議

し
ま
し
た
。

11
月
25
日
、
26
日
の
２
日
間
、
多
用
途

支
援
艦
「
げ
ん
か
い
」
の
乗
船
体
験
や
艦

艇
見
学
な
ど
、
海
上
自
衛
隊
の
広
報
活
動

が
上
島
町
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
ご
記
憶
に
あ
る
よ
う
に
、
こ
の

支
援
艦
「
げ
ん
か
い
」
は
、
平
成
30
年
７

月
豪
雨
時
に
給
水
支
援
等
で
大
変
お
世
話

に
な
っ
た
部
隊
の
艦
艇
で
す
。

呉
警
備
隊
の
岡
見
司
令
や
武
藤
艦
長
な

ど
に
ご
案
内
を
い
た
だ
き
、
多
く
の
隊
員
の

皆
さ
ん
に
も
お
会
い
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
の
で
、
あ
ら
た
め
て
当
時
の
ご
貢
献
に
感

謝
を
伝
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
て
、
今
回
上
程
し
て
い
る一般
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て
で
す
が
、
国
の
令
和
５
年

度
補
正
予
算
案
に
お
い
て
、
重
点
支
援
地

方
交
付
金
が
追
加
計
上
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
早
期
執
行
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
ま

ず
は
、
物
価
高
騰
に
直
面
す
る
低
所
得
世

帯
に
対
す
る
支
援
事
業
を
計
上
い
た
し
ま

し
た
。

な
お
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
価
格
等

の
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
た
生
活
者
や

事
業
者
に
対
し
支
援
を
行
う
、
推
奨
事
業

メ
ニュ
ー
に
つ
い
て
は
、
正
式
な
制
度
要
綱

や
交
付
限
度
額
等
が
示
さ
れ
ま
し
た
ら
、

適
切
な
時
期
に
予
算
計
上
を
行
い
ま
す
。

次
に
、
上
島
町
の
来
年
度
、
令
和
６
年

度
の
当
初
予
算
に
つ
い
て
で
す
が
、
11
月
１

日
に
「
予
算
編
成
方
針
」
を
全
職
員
に
通

知
し
ま
し
た
。

予
算
編
成
の
基
本
的
な
考
え
と
し
て
、

「
入
（
い
）
る
を
図
り
て
出
（
い
）
ず
る

を
制
す
」
と
い
う
財
政
規
律
を
基
本
に
、

予
算
編
成
が
全
事
務
事
業
の
洗
い
出
し
で

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
コ
ス
ト
意
識
を
持
ち
、

先
例
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
住
民
目

線
・
家
計
目
線
で
積
極
的
に
事
業
の
見
直

し
を
進
め
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
も
と
づ

き
、
成
果
と
課
題
を
検
証
す
る
こ
と
に
よ

り
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
を
徹
底
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

過
去
の
、
平
成
29
年
度
か
ら
令
和
２
年

度
決
算
ま
で
に
、
基
金
（
定
期
預
金
）
が

約
８
億
円
も
減
少
す
る
な
ど
、
厳
し
い
状
況

に
陥
っ
た
上
島
町
の
財
政
も
、
こ
の
よ
う
な

財
政
規
律
を
基
本
に
立
ち
戻
っ
た
結
果
、
こ

の
３
年
間
で
徐
々
に
持
ち
直
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
数
字
で
表
し
ま
す
と
、
私
が

就
任
し
た
令
和
２
年
度
か
ら
令
和
４
年
度

決
算
ま
で
に
、
定
期
預
金
に
例
え
ら
れ
る

基
金
を
約
１
億
１
３
０
０
万
円
積
み
増
し

が
で
き
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
町
の
借
金
で
あ

る
地
方
債
残
高
は
14
億
６
千
万
円
の
減
少

な
ど
、
将
来
へ
の
負
担
も
軽
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

た
だ
、
株
式
会
社
い
き
な
ス
ポ
レ
ク
が
令
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和
元
年
に
作
っ
た
借
金
２
６
０
０
万
円
を
、

今
の
職
員
が
懸
命
の
努
力
に
よ
り
返
し
続

け
て
い
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

今
後
も
上
島
町
の
将
来
の
た
め
、
未
来

を
担
う
子
ど
も
達
の
た
め
に
も
今
ま
で
同

様
、
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
議
会
や
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
、
中
村
知
事
は
12
月
４
日
、
湯

崎
広
島
県
知
事
と
本
州
四
国
連
絡
高
速
道

路
の
後
藤
社
長
と
の
「
瀬
戸
内
し
ま
な
み

海
道
沿
線
の
地
域
活
性
化
を
考
え
る
懇
談

会
」
に
お
い
て
、「
サ
イ
ク
リ
ス
ト
を
活
用

し
な
が
ら
、
し
ま
な
み
海
道
の
自
動
車
の

通
行
台
数
を
増
や
す
視
点
が
重
要
。
そ
の

方
法
と
し
て
、
弓
削
島
、
佐
島
、
生
名
島
、

岩
城
島
を
つ
な
ぐ
『
ゆ
め
し
ま
海
道
』
の

活
用
」
を
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ゆ
め
し
ま
海
道
に
サ
イ
ク
リ
ン

グ
を
生
か
し
た
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
が
必

要
で
あ
り
、
そ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
も
十
分
に

あ
る
と
い
う
こ
と
の
表
れ
で
す
の
で
、
上
島

町
も
こ
れ
を
受
け
て
し
っ
か
り
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
堅
実
な
行
財
政
運
営
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
以
前
か
ら
お
伝
え
し
て
い
る
、

上
島
町
の
「
シ
ー
・
オ
ブ
・
ド
リ
ー
ム
ス
」

も
含
め
、
そ
の
約
束
実
現
へ
向
け
全
力
で

頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　

お知らせ

題　　　　名 作　　者 題　　　　名 作　　者

おれは一万石　不酔の酒 千野　隆司 真夜中法律事務所 五十嵐律人
どうせ死ぬんだから　好きなことだけやって寿命を使いきる 和田　秀樹 ツミデミック 一穂　ミチ
藩邸差配役日日控 砂原浩太朗 栃木怪談 深澤　夜
ドゥルガーの島 篠田　節子 ランチの時間 益田　ミリ
ぎんなみ商店街の事件簿　Sister編 井上　真偽 JA全農広報部さんにきいた 世界一おいしい野菜の食べ方 JA全農広報部
幽玄F 佐藤　究 続　家康さまの薬師 鷹井　伶
わたしに会いたい 西　加奈子 となりのナースエイド 知念実希人
スピノザの診察室 夏川　草介 きこえる 道尾　秀介
耳袋秘帖　南町奉行と死神幇間 風野真知雄 トオサンの桜 平野久美子
悪逆 黒川　博行 犬の首輪とコロッケと～セキとズイホウの30年～ 長原　成樹
絵師金蔵　赤色浄土 藤原緋沙子 幻日 市川　森一
公式ガイド＆レシピ　きのう何食べた？～シロさんの簡単レシピ3～ 講談社

●ご利用案内　開館時間 ８:30～ 17:15

◦ てまり(てまりグループ)　
新着図書 ※入荷次第貸出となりますので、ご了承ください。

種類 貸 出 限 度 貸出期間
図書 1人5冊まで(うち新着本 2冊) ３週間

DVD 1人3本まで(うち新着DVD １本) １週間
新着 DVD 3日間

 せとうち交流館だよりせとうち交流館だより
  ≪メディア室・展示室のご案内≫

 ■ 愛媛県立図書館の図書を借りることができます。受付までお問合せください。
 ■ 図書のリクエストを受け付けています。 

●問い合わせ　せとうち交流館
　　上島町弓削下弓削 1037-2 
　　☎ 77-2252　　 77-2292Fax

「
何
を
す
る
と
こ
ろ
？
」

　
愛
媛
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
と
は
、

愛
媛
県
内
の
20
市
町
で
構
成
す
る
一
部

事
務
組
合
で
、
各
市
町
か
ら
、
市
町
単

独
で
は
処
理
困
難
な
地
方
税
の
滞
納
事

案
を
引
き
受
け
、
差
し
押
さ
え
な
ど
の

滞
納
処
分
を
前
提
と
し
た
滞
納
整
理
を

行
う
機
関
で
す
。

「
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
？
」

　
各
市
町
か
ら
引
受
け
た
滞
納
事
案
に

つ
い
て
、
財
産
調
査
を
行
い
、
財
産
が

あ
れ
ば
差
押
を
行
い
ま
す
。

　

差
し
押
さ
え
た
不
動
産
・
自
動
車
・

動
産
な
ど
は
公
売
し
、
お
金
に
換
え
て

徴
収
し
ま
す
。

「
基
本
姿
勢
」

　
悪
質
な
滞
納
は
許
さ
な
い
。
ゴ
ネ
得

逃
げ
得
は
許
さ
な
い
。

※
毎
年
4
月
に
は
滞
納
事
案
の
愛
媛
地
方

税
滞
納
整
理
機
構
へ
の
移
管
が
実
行
さ
れ

る
の
で
、
納
期
限
の
過
ぎ
た
税
金
に
つ
い

て
は
、
速
や
か
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

●
納
税
に
関
す
る
相
談
・
問
い
合
わ
せ

　
弓
削 

住　
民　
課　
☎
７
７-

２
５
０
３

　
生
名 

町
民
生
活
課　

☎
７
６-

３
０
０
０

　
岩
城 

町
民
生
活
課　
☎
７
５-

２
５
０
０

　
魚
島 

町
民
生
活
課　

☎
７
８-

０
０
１
１　
　

愛
媛
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
に
つ
い
て
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お知らせ　

　◉奨学金返還支援制度　助成対象者募集

　

　◉「食べきり！割引シールキャンペーン
　　（えひめの食べきり推進店応援企画）」の実施

　 本制度の登録企業へ就職する学生の奨学金返
還に対する助成を実施しており、助成対象とな
る大学生・大学院生を募集しています。
　詳しくは県ホームページをご確認ください。

【実施期間】～令和６年２月 29 日（木）

【対 象 者】令和７年３月末卒業予定者（100 名）　　　　　　
　　　　　令和６年３月末卒業予定者（40 名）

■問い合わせ先　県産業人材課
　　　　　　　　　☎ 089-912-2509
　　　　　　　　　　089-912-2508

　 えひめの食べきり推進店（食品ロス削減に取
り組む食品小売店）において割引シールが貼ら
れた商品を購入し、割引シール５枚を集めて専
用はがきにて申込みすると、キッチングッズが
当たるキャンペーンを実施中です。ぜひご応募
ください。

【実施期間】　～令和 6 年 2 月 29 日（木）

■問い合わせ先　県循環型社会推進課
　　　　　　　　　☎︎ 089-912-2356
　　　　　　　　　 　　089-912-2354
　　　　　　　　（委託事業者）
　　　　　　　　　佐川印刷株式会社
　　　　　　　　　☎ 089-925-7471

Fax
Fax

　

　愛媛県司法書士会では、毎年 2 月の１か月間を「相
続登記はお済みですか」月間と定め、下記のとおり
無料相談を実施します。相続登記をはじめとして、遺
言、遺産分割協議など相続に関する相談に、司法書
士が適切なアドバイスを行います。
◆日時・場所　　2 月の１か月間、県下各司法書
　　士事務所にて随時承ります。（なお、各事務
　　所に連絡のうえ事前の予約をお願いします。）
◆相 談 料　　　無　料（事前予約の場合）
◆相 談 例　　　登記名義人が亡くなった先々代
　　のままなのですが・・・、　パートナーに全財産を
　　相続させたいのですがどうすればいいでしょうか？
　　相続人の中に行方不明の人がいて、遺産分割
　　協議ができません・・・など
　相続登記とは、相続した不動産の名義を相続人
に変更することをいいます。令和６年４月１日か
ら相続登記の申請が義務化されます。それにより、
不動産の相続人には、相続が開始して所有権を取
得したことを知ってから 3 年以内に相続登記を

することが義務付けされます。また、令和６年４
月１日以前の相続でも、相続登記がされていない
ものは義務化の対象になります。（正当な理由な
く義務に違反した場合は、10 万円以下の過料が
科されることもあります。）不動産の名義を変更
していないと、そのままでは売却することができ
ず、担保にして融資を受けようとする場合などに
も手続きが順調に進みません。また、長い間放置
しておくと、相続権のある人が次第に増えて権利
関係が複雑になり、さまざまなトラブルが発生す
ることも少なくありません。そのため、できるだ
け早い時期に登記手続を行うことが重要となりま
す。こうした背景から、全国の司法書士会では、
毎年２月を「相続登記はお済みですか」月間と定め、
無料相談を実施しています。

司法書士は、「くらしの法律家」として、市民の権利擁護に寄与します。

■問い合わせ 　愛媛県司法書士会 ☎ 089-941-8065
　★相続登記相談センター★　　　　　0120-13-7832

いさんのなやみに

２月は「相続登記はお済みですか」月間です！！　
相続に関する無料相談を」実施します！！
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令
和
5
年
分
所
得
税
お
よ
び
令
和
6

年
度
町
・
県
民
税
（
住
民
税
）
申
告
の

受
付
が
始
ま
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
、
期

限
内
に
申
告
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
期
間　
２
月
13
日（
火
）～
３
月
14
日（
木
）

（
土
・
日
・
祝 

除
く
）

●
時
間　
９
時
～
16
時
30
分

●
場
所　
各
総
合
支
所

※ 

た
だ
し
、
仕
事
の
都
合
等
に
よ
り
平

日
申
告
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
人

は
、
次
の
日
に
申
告
を
受
付
い
た
し

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

確定申告に関するお知らせ

所得税および復興特別
所得税・贈与税

所
得
税
確
定
申
告
と
町
・
県
民
税
の
申
告
を　

お
忘
れ
な
く
！

３月15日（金）まで

今治税今治税務署からの務署からの
お知らせお知らせ

消費税および地方消費税○
電
話
に
よ
る
申
告
相
談
を

　

ご
利
用
く
だ
さ
い

○
確
定
申
告
会
場
に
お
越
し

　

し
に
な
る
方
へ

役場での
申告受付は
3/14（木）まで

確
定
申
告
会
場
の
混
雑
緩
和
の
た

め
、
ご
自
宅
か
ら
申
告
で
き
る
eｰ

T
a
x
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
は
、
ス
マ
ホ

や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
画
面
の
案
内
に
沿
っ

て
金
額
等
を
入
力
す
る
だ
け
で
、
申
告

書
や
青
色
申
告
決
算
書
・
収
支
内
訳
書

の
作
成
・
eｰ

T
a
x
に
よ
る
送
信

が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ

ー
を
利
用
し
た
入
力
方
法
な
ど
の
動
画

（YouTube

「
国
税
庁
動
画
チ
ャ
ン
ネ

ル
」）
を
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

　
１
月
17
日（
水
）か
ら
３
月
15
日（
金
）

ま
で「
確
定
申
告
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
（
土
・
日
・
祝
日

は
２
月
18
日
（
日
）
お
よ
び
２
月
25
日

（
日
）
の
み
開
設
）。

　

受
付
時
間
は
8
時
30
分
か
ら
17
時

ま
で
。
国
税
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

（
0
5
7
0ｰ

0
0ｰ

5
9
0
1
）
に

お
電
話
い
た
だ
き
、
自
動
音
声
案
内
に

従
い
、『
０
』番
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

▲確定申告書等作成コーナー
はこちら！

忘れずに
申告してりん♪

上島町からの
お知らせ

●
閉
庁
日
受
付（
魚
島
総
合
支
所
除
く
）

　
２
月
17
日（
土
）・
３
月
3
日（
日
）

　
　
　
９
時
～
16
時
30
分

　
詳
し
く
は
、
広
報
折
り
込
み
チ
ラ
シ

に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
上
島
町
各
総
合
支
所

　
弓
削 

住 

民 

課
☎
７
７ｰ

２
５
０
３

　
生
名 

町
民
生
活
課
☎
７
６ｰ

３
０
０
０

　
岩
城 

町
民
生
活
課
☎
７
５ｰ

２
５
０
０

　
魚
島 

町
民
生
活
課
☎
７
８ｰ

０
０
１
１

４月１日（月）まで

▲「国税庁動画チャンネル」
へのアクセスはこちら！
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確定申告に関するお知らせ　

今
治
税
務
署

☎
０
８
９
８ｰ

３
２ｰ

６
１
０
０（
代
）

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
「
国
税
庁　
確
定
申
告
」で
検
索

●
問
い
合
わ
せ

○
贈
与
税
の
申
告
に
つ
い
て

○
確
定
申
告
会
場
へ
の
入
場

　

に
は
「
入
場
整
理
券

入
場
整
理
券
」

　

が
必
要
で
す
！

　
整
理
券
は
、
①
税
務
署
の
入
口
付
近

で
当
日
配
付
、
ま
た
は
②
国
税
庁
の

L
I
N
E
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
か
ら
取
得

で
き
ま
す
。

　

な
お
、
整
理
券
は
、
作
成
済
申
告
書

の
提
出
の
み
で
あ
れ
ば
不
要
で
す
。

　
お
っ
て
、
入
場
整
理
券
の
配
付
状
況

に
応
じ
て
、
後
日
の
来
場
を
お
願
い
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会

に
ご
自
宅
か
ら
の
eｰ

T
a
x
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

○
税
務
署
の
確
定
申
告
会
場

　

受
付
時
間
等　

●
日
時　
３
月
15
日（
金
）ま
で
の
平
日

　
　
　
　
　

8
時
30
分
～
16
時

（
相
談
開
始
は
９
時
か
ら
）

※
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
お
持
ち
の
方
は
、

原
則
、
ご
自
分
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を

操
作
し
て
、
申
告
書
の
作
成
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

※
会
場
の
混
雑
状
況
に
よ
り
、
16
時
前

で
も
受
け
付
け
を
終
了
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

で
き
る
だ
け
公
共
交
通
機
関
を
ご
利

　
申
告
所
得
税
や
個
人
事
業
者
の
消
費

税
の
納
税
は
、
安
全
で
便
利
な
振
替
納

税
の
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。
振
替
納

税
は
納
税
者
ご
自
身
名
義
の
預
貯
金
口

座
か
ら
の
口
座
引
落
し
に
よ
り
納
付
す

る
方
法
で
、
利
用
す
る
に
は
振
替
依
頼

書
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
振
替
依
頼
書
は
、
eｰ

T
a
x

で
提
出
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、ス
マ
ホ
ア
プ
リ
納
付（
P
a
y

払
い
）
も
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

○
納
税
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

　

納
付
で
！

○
記
帳
・
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

の
開
設

●
日
時　
３
月
７
日（
木
）〜３
月
13
日（
水
）

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

　
　
　
　
10
時
00
分
～
12
時
00
分

　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
場　

所
　
確
定
申
告
会
場
内

●
対
象
者
　
事
業
・
不
動
産
所
得
者

　
令
和
５
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
５
年

12
月
31
日
ま
で
に
110
万
円
を
超
え
る
財

産
の
贈
与
を
受
け
た
方
、
相
続
時
精
算

課
税
を
適
用
す
る
方
な
ど
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
を

　

お
忘
れ
な
く
！

　
令
和
５
年
分
の
申
告
に
は
、
①
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
記
載
②
本
人
確
認
書
類
の

提
示
ま
た
は
写
し
の
添
付
が
必
要
で

す
。

※
郵
送
な
ど
に
よ
る
提
出
の
際
に
も
、

本
人
確
認
書
類
の
添
付
が
必
要
で
す
。

〜LINEで「入場整理券入場整理券」を取得する方法〜

用
く
だ
さ
い
。

国税庁LINE公式
アカウントはこ
ちら！▶︎

入場時に申込完了画面を提示してください。
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島々の話題

12/3
(日) 第10回 かみゆげ小さな文化祭　

　上弓削公民館（上弓削老人福祉センター）におい
て「かみゆげ小さな文化祭」が開催されました。上
弓削地区有志の方々が、地域の活性化のために手作
りで実施している文化祭ですが、今回で10回目の
開催になりました。地域のみなさんの協力のもと、
作品展示や各種団体によるバザーも開かれ、賑わい
を見せていました。公民館講座「マイカレンダーづ
くり」教室では、上弓削書道教室の大峯万喜子さん
が講師を務め、子どもたちが思い思いに習字を使っ
た作品を制作していました。また、午後からはミニ
コンサートを開催、紙芝居では中本峯一さんが演
じ、心温まる演奏はオカリナ部、弓削マンドリンク
ラブ、ゆめしまアンサンブルのみなさんが披露しま
した。観客も一緒に歌ったり終始笑いが起こったり
と、みんなで楽しむコンサートになりました。

12/3　
(日)

第22回 かみじま てしごと市　
たくさんの人たちで賑わいました

12/10　
(日)

弓削地区地域ふれあい学習会　
人権劇「小春日和」から人権について考えよう

　弓削体育館において、地域ふれあい学習会を開催し
ました。学習会では、まず弓削中学校３年生による人
権劇「小春日和」が上演されました。劇のテーマは同
和問題で、被差別部落出身という理由から結婚を反対
された男女と、その家族を３年生が演じました。その
後、劇の内容から「差別をなくすためにはどうすれば
よいか」グループ協議を行い、話し合いの中では「差
別について正しい知識を身に付けること、学び続けて
いくことが大切」といった意見が多く出ていました。

　晴天に恵まれたこの日、弓削港のひだまり公園には
町内外からの店舗やワークショップ、弓削から通って
いる生徒さんがいる因島を中心に活動しているスタジ
オSHIPや上島町ダンス委員会がダンスパフォーマン
スを披露し、会場を盛り上げていました。この日は魚
島さざなみ留学からも出展があり、自分たちで作った
シーグラスを使った作品を販売していました。小さい
子どもからお年寄りまで、楽しそうに会場を巡り、思
い思いの買い物を楽しみました。
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島々の話題

12/21
( 木 ) 岩城老友会・寿会が伝統文化伝承活動

岩城小5.6年生 しめ縄づくり教室　

　岩城小学校体育館において、岩城小5・6年生が
しめ縄づくりに挑戦しました。これは、しめ縄づく
りを通して日本の伝統文化について学び、地域の人
たちとの交流を深めることを目的に、毎年岩城の老
友会と寿会の方々を指導者として招き実施されてい
流もので、初めてしめ縄づくりをする５年生の児童
たちは、わらをねじり、まとめる作業に苦戦してい
ましたが、アドバイスを受け、楽しみながらしめ縄
を作りました。児童たちにとっては、日本の伝統文
化を体験する大変貴重な時間となりました。

6月2日（金）弓削小学校、6月6日（火）岩城小
学校、6月15日（木）生名小学校、10月30日（月）
魚島小中学校、12月14日（木）弓削中学校において、
租税教室が開催されました。

税金の大切さを勉強することを目的に、小学6年生・
中学3年生を対象に行われる授業で、町の住民課・町
民生活課職員が講師を務めました。税金の種類や役割
を学び、授業を受けた児童・生徒は、税金を納付する
ことの重要性を学びました。

岩城小学校 生名小学校

魚島小中学校

弓削小学校 弓削中学校

弓削小・岩城小・生名小・魚島小中学校・弓削中
租税教室を開催

1/１
( 月) 上島町スポーツ協会生名支部

新春走り初め大会

　午前６時３０分、スタート地点となる生名立
石港駐車場に参加者が集まり、立石山山頂へ向
けて出発しました。立石山の山頂には、生名島
のパワースポット「立石山遺跡」があり、その
磐座から見る初日の出を拝むことで今年１年の
健康を祈願します。今年は上島町が合併２０周
年を迎える記念の年でもあり、４０人以上の方
が参加しました。
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島々の話題

　岩城診療所 理事長 福井康太郎氏が離島振興70周
年記念功労者表彰 国土交通大臣表彰を受賞されまし
た。これは、離島振興法制定並びに全国離島振興協
議会設立70周年を記念し、この間の先人たちの努力
と尽力に謝意を表しつつ令和の時代に対応した離島
振興の在り方を展望し、あわせてこれまでの離島振
興に多大の功績のあった方々を顕彰するため表彰す
るものです。福井先生の離島医療にかかる長年の功
績に感謝いたします。受賞おめでとうございます。

★ 離島振興70周年記念功労者表彰
　国土交通大臣表彰を受賞

年金手帳年金
手帳 年金だより

　「 納 付 書レス納 付 」の 運 用 開 始について

　に係る振 替 方 法 の 変 更について
国 民 年 金 保 険 料 の 口 座 振 替・クレジットカード納 付

　お手元に納付書がなくても「ねんきんネット」を活用して国民年金保険料を納付できるサービスの運
用を開始します。
インターネットバンキングを利用されている方インターネットバンキングを利用されている方
　　「ねんきんネット」からインターネットバンキングに、Pay-easy（ペイジー）納付に必要な
　情報が連携されていますのでお手元に納付書がなくても Pay-easy（ペイジー）納付できます。
インターネットバンキングを利用していない方インターネットバンキングを利用していない方
　　「ねんきんネット」上に表示される情報を金融機関等に設置された Pay-easy（ペイジー）
　対応の ATM に入力することで納付できます。
ねんきんネットを一度も利用したことがない方ねんきんネットを一度も利用したことがない方  （以下のいずれかの方法で利用開始できます）
　○ねんきんネットから利用開始登録する方法　　　○マイナポータルから利用開始登録する方法

　令和６年３月１日( 金 )から、国民年金保険料の口座振替またはクレジットカード納付での前納について、
年度の途中からまとめて振替が可能となります。これまで、前納をご希望された方は年度末 (６か月前
納の場合は年度末または９月末 )まで定額で翌月末振替（クレジットカード納付の場合は当月末）となり、
前納の開始については４月末 (６か月前納の場合は合わせ１０月末 ) に限られていました。
　令和６年３月１日 ( 金 ) 以降に申出された場合は、年度の途中であっても初回の口座振替から
前納が開始され、初回振替の属する月分から年度末または翌年度末までの国民年金保険料を口
座振替またはクレジットカード納付によって前納することが可能となります。詳しくは、国民年金機
構ホームページをご覧ください。

①基礎年金番号・
　アクセスキーを準備▶︎

①マイナポータルに
　ログイン▶︎
②マイナポータル内の「もっとつながる」
　を選択し自動でねんきんネットと連携▶︎
③「ねんきんネット」
　の利用登録完了

②ID・パスワード等
　を設定▶︎
③「ねんきんネット」
　の利用登録完了

ねんきんネット
QRコード

マイナポータル
QRコード

▲HP
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島々の話題

【入賞者の皆さん】　毎年、愛媛県と愛媛県歯科医師会では、80歳
以上で、機能する自分の歯が20本以上ある方を
対象に「元気歯つらつコンクール」を開催してい
ます。今年度は上島町から、５名の方が入賞され
ました。「食べたら、歯みがきをする」「定期健
診に行く」「元気でいるには歯の手入れから！」
など、特別なこととしてではなく日常生活のひと
つとして口腔ケアを行っているとのことです。受
賞者の皆さま、誠におめでとうございます。

「元気歯つらつコンクール」受賞
　健康な歯をいつまでも

原　博彦さん（岩城）

古江 靖志さん（弓削）東谷 益澄美さん（弓削）

村上 武志さん（生名）

目指せ！ 8020 ！
（はちまるにいまる）

地本 直弘さん（弓削）

★

　

　県では、事業者と消費者が表示に関する知識を深
めるとともに、コンプライアンスについて考える場として、
次のとおり講習会を開催します。　
どなたでも無料で参加できますが、事前申込み
が必要です。この機会に、表示やコンプライアンスに
ついて考えてみませんか。

◆ 令和 6 年 2 月9 日（金）
　　　１３時 30 分〜１６時３０分（受付開始 13 時〜）

◆ 愛媛県武道館　大会議室（松山市市坪西町 551）
◆ 定　　員　各区分ごとに先着 100 名

◆ 参加対象　事業者および県民

◆ 申込方法　下記二次元コードに必要事項をご記入の
うえ、電子メールで令和 6 年 2 月 2 日（金）までに県庁
県民生活課へお申込みください。

■問い合わせ
　〒790-8570 　松山市一番町 4-4-2
　　愛媛県県民環境部県民生活局県民生活課
　　　消費・くらし安全安心グループ
　　　☎ 089-912-2336（平日 8 時 30 分～17 時 15 分）

　　　 089-912-2299
　　　 kenminseikatsu@pref.ehime. lg.jp

令和 5 年度「表示等に関するコンプライアンス講習会」
　　「事業者も消費者もともに知識を深めよう」

こちらからお申込みができます！▷

Fax

区分 講習内容 時間 講師（説明者）
景品
表示

景品表示法講習
　「景品表示法の概要及び最近の違反事例について」

13：35〜 14：35
（60分）  消費者庁 表示対策課職員

食品
表示

県からの情報提供
　「食品衛生法等の改正について」

14：50〜 15：15
（25分）  愛媛県 薬務衛生課職員

コン
プラ

コンプライアンス講習
　「消費者トラブルの対応について」

15：25〜 16：25
（60分）

未定　最新情報は県ホームページ
をご確認ください。

参加料無料
〜愛媛県主催〜
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①
土
壌
酸
性
度（
土
壌
ｐ
Ｈ
）

②
土
壌
ｐ
Ｈ
と
作
物
の
生
育

③
土
壌
ｐ
Ｈ
の
調
整
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料
に
よ
り
土
の
中
で
化
学
変
化

に
よ
り
土
壌
ｐ
Ｈ
が
変
化
し
ま

す
。
上
島
町
を
含
む
瀬
戸
内
海

沿
岸
に
多
い
花
崗
岩
の
土
は
酸

性
傾
向
を
示
し
や
す
く
、
雨
水

中
に
含
ま
れ
る
水
素
イ
オ
ン
や

化
学
肥
料
に
含
ま
れ
る
硫
安
や

塩
安
な
ど
の
酸
性
肥
料
が
蓄
積

し
て
土
が
酸
性
化
し
ま
す
。
逆

に
石
灰
の
や
り
す
ぎ
、
雨
水
を

入
れ
な
い
マ
ル
チ
栽
培
や
堆
肥

の
な
か
に
は
強
ア
ル
カ
リ
性
の

も
の
が
あ
り
、
連
年
施
用
に
よ

り
ア
ル
カ
リ
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
土
壌
酸
性
度
は
土
を

見
た
だ
け
で
は
わ
ら
な
い
の
で

測
定
器
で
測
ら
な
け
れ
ば
わ
か

り
ま
せ
ん
。

土壌酸性度と土壌改良

しまなみ
農業だより

　
農
作
物
の
多
く
は
中
性
に
近

い
弱
酸
性
の
土
を
好
む
作
物
が

多
く
（
表
１
参
照
）、
好
適
な

土
壌
ｐ
Ｈ
か
ら
多
少
ず
れ
て
も

生
育
が
極
端
に
悪
く
な
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
土

に
は
生
育
に
必
要
な
養
分
が
含

ま
れ
、
強
酸
性
や
強
ア
ル
カ
リ

化
に
よ
り
養
分
が
土
に
溶
け
出

し
に
く
く
な
っ
た
り
、
過
剰
に

溶
け
出
し
て
養
分
の
欠
乏
や
過

剰
と
な
り
ま
す
（
図
１
参
照
）。

こ
の
状
態
が
続
く
と
、
作
物
の

成
長
不
良
や
葉
の
黄
化
、
果
実

の
変
形
な
ど
の
生
育
異
常
の
原

因
と
な
り
ま
す
。

　

野
菜
や
果
樹
の
栽
培
暦
や

教
科
書
に
は
土
壌
改
良
剤
と

し
て
石
灰
質
資
材
（
苦
土
石

灰
や
サ
ン
ラ
イ
ム
な
ど
）
を

施
用
す
る
よ
う
書
か
れ
て
い

ま
す
。

　
農
作
物
の
栽
培
に
、
な
ぜ

石
灰
質
資
材
が
必
要
な
の

か
、
今
回
は
土
壌
改
良
と
し

て
の
石
灰
質
資
材
の
効
能
に

つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

　
土
壌
ｐ
Ｈ
は
徐
々
に
変
化
す

る
反
面
、
す
ぐ
に
矯
正
が
で
き

ま
せ
ん
。
調
整
に
は
土
壌
改
良

資
材
の
施
用
が
有
効
な
方
法
と

し
て
指
導
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
酸
性
土
壌
の
矯
正
に
は
、
苦

土
石
灰
や
か
き
殻
石
灰
（
サ
ン

ラ
イ
ム
な
ど
）
な
ど
ｐ
Ｈ
調
整

効
果
が
ゆ
っ
く
り
現
れ
る
石
灰

質
資
材
が
使
い
や
す
く
、
強
酸

性
土
壌
に
は
即
効
性
の
あ
る
消

石
灰
や
生
石
灰
を
施
用
し
ま

す
。
施
用
時
期
は
、
果
樹
類
で

は
一
月
か
ら
二
月
の
休
眠
期
、

野
菜
類
で
は
植
え
付
け
の
一
ヶ

月
か
ら
二
週
間
前
が
よ
い
で
し

　
土
を
化
学
的
に
診
断
す
る
指

標
と
し
て
土
の
酸
性
度
を
土
壌

ｐ
Ｈ
と
い
う
数
値
で
表
わ
し
ま

す
。
こ
れ
は
土
に
含
ま
れ
る
水

素
イ
オ
ン
の
濃
度
を
表
す
も
の

で
、
酸
性
か
ら
ア
ル
カ
リ
性
に

区
分
さ
れ
ま
す
。
土
の
母
岩
の

性
質
や
降
雨
の
影
響
、
化
学
肥

ょ
う
。

　

苦
土
石
灰
や
か
き
殻
石
灰
の

酸
性
の
調
整
能
力
は
１
０
０

k
g
/
10
a
の
施
用
で
土
壌

ｐ
Ｈ
を
１
上
げ
る
効
果
が
あ
り

ま
す
。
ア
ル
カ
リ
土
壌
で
は
土

壌
ｐ
Ｈ
を
下
げ
る
た
め
、
過
リ

ン
酸
石
灰
や
硫
安
、
硫
酸
カ
リ

を
施
用
し
ま
す
が
、
上
げ
る
よ

り
下
げ
る
方
が
難
し
く
、
ア
ル

カ
リ
化
に
な
っ
た
原
因
と
考
え

ら
れ
る
石
灰
の
施
用
を
中
止

し
、
雨
水
を
入
れ
る
こ
と
か
ら

始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
土
壌
ｐ
Ｈ
が
適
正
で
あ
っ
て

も
土
壌
の
養
分
バ
ラ
ン
ス
や
カ

ル
シ
ウ
ム
補
給
の
た
め
苦
土
石

灰
や
サ
ン
ラ
イ
ム
を
毎
年
施
用

す
る
こ
と
は
必
要
で
、
あ
わ
せ

て
有
機
物
の
多
い
土
は
肥
料
成

分
の
吸
着
力
が
強
く
な
り
弱
酸

性
か
ら
中
性
を
保
ち
や
す
く
す

る
働
き
が
あ
る
の
で
、
優
良
な

堆
肥
や
有
機
物
を
施
用
す
る
と

よ
い
で
し
ょ
う
。

　
土
壌
ｐ
Ｈ
の
測
定
の
希
望
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
し
ま
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ま
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絡
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だ
さ
い
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図１　土壌pHと肥料要素の溶解・利用度 

表１　作物生育の好適土壌pH範囲

作物名 好適な土壌pH範囲

ジャガイモ、栗、ブルーベリー 5.3 ～ 5.8（明酸性）

イチゴ、スイカ、ミカン、柿、
サトイモ、小松菜、ニンニク

5.7 ～ 6.2（弱酸性）

ブドウ、キュウリ、ナス、ネギ、
大根、カボチャ、ピーマン､ 白菜、
人参、トウモロコシ

6.0 ～ 6.7（微酸性）

トマト、ホウレンソウ、キャベツ、
エンドウ、タマネギ、ゴボウ

6.5 ～ 7.2（中性）



広報かみじま 2024.227

火災・救急・救助は

消 防 だ よ り

令和５年12月出動件数

（令和５年12月31日現在）

地区 弓削 生名 岩城 魚島 その他 合計 R5累計

火災 0 ０ ０ ０ 0 0 1

救急 22 8 6 0 0 36 483

上島町消防署　　　　　　 ☎77-4118
上島町消防本部 消防防災課  ☎77-3166

えひめ救急電話相談
『病院に行くべきか迷ったら＃ 7119』

フリーダイヤル運用開始
　令和5年10月17日に愛媛県が報道等を通じて
お知らせしている「えひめ救急電話相談＃7119
における通話料金の一部利用者負担発生」につ
いて、通話無料フリーダイヤルの運用を開始し
ていますのでお知らせします。

　令和5年12月1日（金）から、フリーダイヤル
（0120－79－7119）の運用を開始しており、
フリーダイヤルをご利用いただくことで通話料
は無料になります。

　※「＃7119」ダイヤルについては、発信する
回線種別および発信先電話番号によっては有料
通話となる場合があります。詳細は下記の愛媛
県ホームページをご確認ください。

　　https://www.pref.ehime.jp
　　　/h15300/23syoubou/7119.html

生名小学校消防署見学
　生名小学校の１、２年生が社会科見学の一環
で消防署の見学に来庁しました。
　見学では、消防署の担当者による消防の仕事
についての説明を受け、その後は消防車両や消防
署内の見学を行いました。児童たちは、初めて見
る資機材や消防士が行う訓練を見て目を輝かせ
ていました。

令和 5年度全国統一防火標語　

「火を消して　不安を消して　つなぐ未来」
たき火からの出火防止　

　　この時季は空気が乾燥し、風の強い日が多いことから、たき火からの出火に注意が必要です。
　　上島町内でも、過去にたき火が原因で火災に至ったケースがあり、焼失規模の大きなものとして、
　次のような山林火災が発生しています。
　　・平成　７年３月　岩城積善山　約142.0ヘクタール
　　・平成 ２１年６月　生名蛙石山　約    5.6ヘクタール
　　・平成 ２３年４月　生名鉢巻山　約    4.7ヘクタール
　　十分に注意していても、たき火からの火災が発生する
   ことがあるので、次のことに注意し、火災防止を心掛け
   ましょう！
【 やむを得ずたき火をする場合の注意事項 】
　 ・まわりに燃えやすいものがある場所で行わない
　 ・風が強い日や、乾燥注意報発令時は行わない
　 ・事前に消火用具の準備をする
　 ・完全に火が消えるまでその場を離れない
 　●「火災とまぎらわしい届出」の提出を行う※急な場合は、消防署に電話連絡 
　　 上島町火災予防条例で定められており、上島町HP内に様式があります。右記QRコード▷

地域で団結、守ろう上島町！上島町消防団員募集！！



戸籍だより 

出 生 おめでとうございます

次の方に寄付をいただきました。
紙上より厚くお礼申し上げます。

寄 付 
敬称略／12月31日までの受付

H A P P Y  B I R T H D A Y

１歳 のお 誕 生日おめでとう

人口の動き 令和5年12月31日現在
※（　）は前月比です。

【人口の増減】
転入等 20人　転出等 ３０人　出生 ４人　死亡 １０人

区分 男 女 合　計 世帯数

弓　削 １, ４９２
（▲８）

１, ３５６  
（１）

２, ８４８
（▲７）

１, ７７５
（▲８）

生　名 ６４７
（０）

７２９
（▲２）

１, ３７６
（▲２）

８１７
（▲３）

岩　城 １, ０３６
（▲６）

７９６
（１）

１, ８３２
（▲５）

１, ０７１
（▲９）

魚　島 ７０
（▲１）

５４
（▲１）

１２４
（▲２）

８９
（▲１）

合 計 ３，２４５
（▲１５）

２, ９３５
（▲１）

６，１８０
（▲１６）

３, ７５２
（▲２１）

令 和５年３月生まれ の 赤ちゃん 写 真 募 集 

■締切 2月5日(月)　

■投稿方法　各総合支所への投

稿またはメール（kikaku-joho@town.

kamijima.ehime.jp）

★赤ちゃんの顔写真１枚★

①住所　②名前 　③性別 　

④生年月日　 ⑤保護者名 

⑥電話番号 　⑦メッセージ

死 亡 ご冥福をお祈りいたします　

岡
おかもと
本多

た き こ
喜子	 １２月　２日	　８８歳（生名）

春
はるとみ
冨　信

のぶとし
利　　　１２月　４日　	８２歳（弓削）

濱
はまだ
田専

せんたろう
太郎	 １２月１０日	　８７歳（生名）

穂
ほづみ
積　弘

ひろこ
子　　１２月１２日　	８９歳（岩城）

井
い で
手トヨミ　　１２月２１日　９６歳（岩城）

原
はらだ
田　幸

ゆきお
男	 １２月２３日	　９１歳（弓削）

武
たけがわ
川　克

かつゆき
之　　１２月２４日　	８３歳（弓削）

大
おおばやし

林チズ子
こ
　	 １２月２４日	　７５歳（魚島）

【ふるさと納税（上島町宛）】
　濱田朱美子　 　金一封　上島町ゆめしま奨学金　
　佐藤百合子　 金一封　上島町ゆめしま奨学金
　宮下　泰成　 16,000円　魚島離島留学の支援
　飯田　卓真　 金一封　魚島離島留学の支援　
　槌尾　雄造　金一封　弓削高校魅力化プロジェクトの支援
　井上　智勝　 金一封　「子供が元気なまちづくり」に関する事業
　尾澤　一樹　 金一封　魚島離島留学の支援
　長谷川千晴　 金一封　上島町ゆめしま奨学金
　小嶋　盟　 　金一封　「生業が元気なまちづくり」に関する事業

　2月18日生まれ
大
お お て

手 春
は る と

斗くん（生名）

生まれてきてくれてありがとう。
健やかに育ってください。　
優人＆志穂　

M E S SAG E

■弓削総合支所 住 民 課　☎0897-77-2503
■生名総合支所 町民生活課　☎0897-76-3000
■岩城総合支所 町民生活課　☎0897-75-2500
■魚島総合支所 町民生活課　☎0897-78-0011

菅
かん
　貫

かん た
太（岩城）♥ 髙

たか み
見　楓

かえで

（岩城）

婚 姻 いつまでもお幸せに　

池
いけもと
本　迅

じん
	 憲

のりあき
昭・里

さと み
実　（生名）

森
もりもと
本　郁

いくと
人	 大

ひろたか
貴・ゆきの（弓削）

村
むらかみ
上　百

ももえ
恵	 晃

こうへい
平・直

なお こ
子　（岩城）

戸
とがわ
川　真

まあや
礼	 淳

じゅんぺい

平・美
み き
貴　（岩城）

※戸籍だよりは、上島町各総合支所窓口へ届け出に来ら
れた方で、掲載の了解をいただいた方のみを掲載してい
ます。掲載をご希望の方は、上島町各総合支所住民課ま
たは町民生活課へご連絡ください。
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※一般寄付、ふるさと納税を行っていただいた方のう
ち、氏名等の広報紙への掲載については、希望された方
のみ掲載しています。



行事カレンダー行事カレンダー

今月の税金の納期限 
納期限までに必ず納めましょう ２/29（木）

○固定資産税第　４期分
○国民健康保険税　第８期分
○後期高齢者医療保険料　第８期分

上島町２月行事カレンダー・潮汐表　　
日 予　　　　　　定 潮 高　　潮 低　　潮

時刻 潮位 時刻 潮位 時刻 潮位 時刻 潮位

1日(木) 人権相談（せとうち交流館 10:00〜12:00）　 小 2:43 267 14:59 285  8:47 90 21:21 88

2日(金) 人権相談　（魚島開発総合センター 10:00〜12:00） 小 3:29 257 15:31 270 9:24 115 22:02 88

3日(土) 小 4:30 247 16:12 254 10:11 140 22:55 89

 4日(日) 長 5:52 243 17:11 239 11:23 163 - -

 5日(月) 潮湯休館日 若 7:26 253 18:34 232 0:06 86 13:15 173

 6日(火) スポレク体育館休館日 中 8:44 275 19:57 238 1:29 73 14:56 162

 7日(水) 潮湯水中歩行講座（10：30〜11：15）　　 中 9:42 303 21:04 256  2:43 51 15:56 140

 8日(木) 　　　　　　 中 10:28 329 22:00 279  3:41 25 16:41 116

 9日(金) 大 11:09 351 22:48 304 4:31 0 17:20 91

10日(土) 大 11:47 365 23:34 325 5:16 ▲18 17:57 69

11日(日) 建国記念の日 大 12:24 371 - -  5:59 ▲27 18:33 51

12日(月) 振替休日　　潮湯休館日 大 0:18 340 13:01 369  6:40 ▲25 19:10 37

13日(火) スポレク体育館休館日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　行政相談（岩城コミュニティセンター 10:00〜12:00） 中 1:02 346 13:37 358  7:21 ▲12 19:47 31

14日(水)
潮湯水中歩行講座（10：30〜11：15）　　　　　　　　　　　　　　　　　　
行政相談（せとうち交流館 10:00〜12:00）　　　　　　　　　　　　
行政相談（魚島開発総合センター 10:00〜12:00）　　　　　　　　　　　　　　　　　　

中 1:47 342 14:14 340 8:03 13 20:27 31

15日(木) 　　　　　　　 中 2:35 329 14:52 317 8:47 46 21:10 38

16日(金) 潮湯姿勢改善水中運動（10：30〜11：15） 小 3:29 309 15:34 290 9:35 85 22:00 49

17日(土) 小 4:35 287 16:24 263 10:34 123 23:01 63

18日(日) 小 6:01 271 17:32 239 11:59 153 - -

19日(月) 潮湯休館日 長 7:40 273 19:03 228  0:22 72 13:59 161

20日(火) スポレク体育館休館日 若 9:03 289 20:27 234 1:53 67 15:27 147

21日(水) 潮湯水中歩行講座（10：30〜11：15）　　 中 10:01 307 21:32 249 3:07 52 16:21 127

22日(木) 中 10:44 322 22:21 266  4:02 36 17:00 109

23日(金) 天皇誕生日　 中 11:19 332 23:00 282  4:46 24 17:32 94

24日(土) 大 11:48 335 23:35 294 5:22 19 17:59 81

25日(日) 大 12:14 333 - - 5:54 19 18:24 72

26日(月) 潮湯休館日 大 0:06 302 12:37 328 6:24 26 18:48 65

27日(火) スポレク体育館休館日 大 0:36 307 12:59 321  6:51 36 19:11 59

28日(水) 潮湯水中歩行講座（10：30〜11：15）　　 中 1:06 307 13:21 312 7:17 51 19:34 55

29日(木) 中 1:37 304 13:44 302 7:45 69 20:01 54
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インストラクター　　西村すみれ

潮湯は、海水の特性（浮力・抵抗・成分等）を利用した全身浴・部分浴・体操・歩行等の運動浴治療法が行
える海水温浴施設です。定期的に健康講座を開催しております。ぜひ、ご参加ください！

潮湯だより

※�当施設をご利用の際は、
　水着・水泳帽を着用してください。

水中歩行講座

海水温浴施設 潮湯　☎74-0808 営業時間　10:00〜19:00

しおのゆ

今月の
テーマ
寒い冬こそ水中ウォーキングを
しましょう！　　

10：30 〜 11：15

姿勢改善水中運動

2月

14日（水） 21日（水） 16日（金）7日（水）
10：30 〜 11：15 姿勢の崩れは肩こりや腰痛・冷え

性などの原因にもつながります。
水の特性を活かして運動し、正し
く美しい姿勢を目指しましょう♪28日（水）
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「
初
日
の
出
」　

　

令
和
６
年
１
月
１
日（
月
）、

日
の
出
の
時
刻
で
あ
る
午
前
７

時
13
分
、雲
の
隙
間
か
ら
ほ
ん

の
り
と
明
る
く
な
り
、7
時
30

分
過
ぎ
に
は
初
日
の
出
を
確
認

で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、弓
削
の
法
王
ヶ
原

で
は
初
日
の
出
を
見
よ
う
と
た

く
さ
ん
の
人
た
ち
が
集
ま
り
、

新
年
を
祝
い
ま
し
た
。

　

眩
ゆ
い
ば
か
り
の
と
て
も
美

し
い
光
が
射
し
込
み
、波
打
ち

際
で
は
写
真
を
撮
っ
た
り
、直

接
初
日
の
出
を
目
に
し
て
、一
年

の
健
康
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

本
年
も
、皆
さ
ま
の
ご
健
康

と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

▲ 法王ヶ原（弓削：瀬戸内海国立公園）


